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大蔵流茂山家狂言台本翻刻（三）　『布施無経』『蝸牛』『神鳴』『縄綯』『金津』

　
　
　

�［
要
旨
］
平
成
二
十
六
年
度
に
日
本
女
子
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
で
入
手
し
た
大
蔵
流
茂

山
千
五
郎
家
の
狂
言
台
本
二
十
七
冊
の
う
ち
、
茂
山
社
中
、
橋
本
治
夫
の
署
名
や
印
の
あ

る
『
蝸
牛
』『
神
鳴
』『
金
津
』『
縄
綯
』
と
、
新
た
に
令
和
五
年
に
入
手
し
た
眞
一
の
署
名

と
「
茂
山
文
庫
」
の
印
の
あ
る
『
布
施
無
経
』
を
翻
刻
し
た
。

　
　
　
　
　

�　

茂
山
眞
一
は
三
世
茂
山
千
作
で
、
現
在
の
茂
山
千
五
郎
家
狂
言
一
八
四
曲
を
整
理

し
た
が
、
当
該
書
も
同
様
に
大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
の
茂
山
千
五
郎
家
の
狂
言
を
書

き
留
め
た
資
料
で
あ
る
。

　
　
　
［
キ
ー
ワ
ー
ド
］�

大
蔵
流
茂
山
家
狂
言
台
本
、「
布
施
無
経
」、「
蝸
牛
」、「
神
鳴
」、「
縄
綯
」、

「
金
津
」

　

日
本
女
子
大
学
文
学
部
日
本
文
学
部
日
本
文
学
科
で
は
、
平
成
二
十
六
年
に
大
蔵

流
茂
山
家
に
関
わ
る
狂
言
台
本
二
十
七
冊
を
購
入
し
、
こ
れ
ま
で
大
学
院
の
授
業
で

検
討
を
行
い
、『
千
鳥
』『
狐
塚
』『
入
間
川
』『
末
廣
か
り
』『
鶏
猫
』『
二
九
十
八
』

『
呂
蓮
』『
長
光
』
を
翻
刻
し
た（

（
（

。
今
回
は
、
令
和
五
年
に
追
加
購
入
し
た
『
布
施

無
経
』
と
、
既
購
入
の
『
蝸
牛
』『
神
鳴
』『
縄
綯
』『
金
津
』
を
翻
刻
す
る
。

　

既
購
入
資
料
に
つ
い
て
は
す
で
に
紹
介
し
た
が
、『
布
施
無
経
』
も
一
八
四
曲
の

茂
山
千
五
郎
家
の
現
行
台
本
を
整
理
し
た
茂
山
眞
一
（
明
治
二
十
九
年
～
昭
和

坂
本
清
恵
・
飯
田
む
ぎ
・
杉
本
さ
く
ら

　
大
蔵
流
茂
山
家
狂
言
台
本
翻
刻
（
三
）

　
　『
布
施
無
経
』『
蝸
牛
』『
神
鳴
』『
縄
綯
』『
金
津
』

六
十
一
年
）
の
も
の
で
あ
る
。
先
に
購
入
の
台
本
と
同
様
の
体
裁
で
、
表
紙
に
は
「
茂

山
文
庫
」
の
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
と
本
文
共
紙
の
紙
縒
り
綴
本
（
縦
12
㎝

横
16.5
㎝
）
の
八
行
本
で
、
既
購
入
分
よ
り
や
や
小
さ
め
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
同
時
期

に
書
き
留
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

現
行
の
茂
山
千
五
郎
家
の
狂
言
台
本
と
し
て
は『
布
施
無
経
』の
翻
刻
は
な
い
が
、

『
蝸
牛
』は
、小
山
弘
志『
日
本
古
典
鑑
賞
講
座　

謡
曲
・
狂
言
・
花
伝
書
』（
一
九
五
八

年　

角
川
書
店
）、『
神
鳴
』『
金
津
』『
縄
綯
』
は
北
川
忠
彦
・
安
田
章
『
新
編　

日

本
古
典
文
学
全
集　

狂
言
集
』（
二
〇
〇
七
年　

小
学
館
）に
翻
刻
が
あ
る
。し
か
し
、

刊
行
さ
れ
た
翻
刻
本
文
は
、
三
世
千
作
書
写
台
本
に
手
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
日
本

女
子
大
蔵
本
と
は
本
文
に
異
同
が
見
ら
れ
る
。
日
本
女
子
大
蔵
本
は
、
三
世
千
作
の

ま
と
め
た
台
本
の
元
の
姿
が
う
か
が
え
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

翻
刻
に
先
立
っ
て
、
簡
単
に
表
記
と
本
文
の
特
徴
に
つ
い
て
記
し
て
お
く
。



2

日本女子大学大学院文学研究科紀要　第 31 号

　
　
　

一
、
表
記
に
つ
い
て

　

漢
字
と
平
仮
名
の
本
文
で
あ
る
が
、
一
部
片
仮
名
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
発
音
に

関
わ
る
表
記
上
の
特
徴
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
く
。

①
促
音
表
記
に
つ
い
て

　

促
音
は
、
後
か
ら
本
文
に
添
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
促
音
が
書
き
足
さ
れ
な
い

ま
ま
の
も
の
も
あ
る
。
橋
本
治
夫
の
も
の
は
、
脇
に
小
さ
く
「
ッ
」
と
添
え
ら
れ
、

茂
山
眞
一
の
も
の
に
は
、「
ツ
メ
」
と
書
き
添
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
「
引
た
く
ツ
て
」『
縄
綯
』
十
三
ウ
８

　
　
　
　
　
　
　
　
「
ひ
ツ
メ
き
よ
う
」『
布
施
無
経
』
二
十
二
オ
５

　

い
ず
れ
も
促
音
を
後
か
ら
書
き
込
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
次
は
「
お
っ
た
」、「
お
そ

な
わ
っ
て
」
の
促
音
が
書
き
添
え
ら
れ
て
い
な
い
例
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
又
浮
れ
お
た
」『
蝸
牛
』
十
四
ウ
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
お
そ
な
わ
て
は
」『
布
施
無
経
』
二
ウ
５

②
連
声
表
記

　

謡
本
の
よ
う
に
連
声
の
発
音
に
つ
い
て
の
細
か
い
指
示
は
な
い
が
、
連
声
に
よ
る

発
音
と
思
わ
れ
る
以
下
の
表
記
が
み
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
「
布
施
物
を《

ト
》」『
布
施
無
経
』
一
ウ
６

　
　
　
　
　
　
　
　
「
布
施
物
を《
ト
》」『

布
施
無
経
』
五
ウ
６

　

促
音
系
連
声
で
「
布
施
物
を
」
を
〈
フ
セ
モ
ッ
ト
〉
と
発
音
す
る
よ
う
「
を
」
に

鉛
筆
で
「
ト
」
の
書
き
込
み
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
後
か
ら
連
声
表
記
を
し
て
い
る

が
、
他
の
例
は
連
声
を
仮
名
で
表
記
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
布
施
物
た
。」『
布
施
無
経
』
十
五
ウ
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
布
施
物
と
。
取
ふ
と
」『
布
施
無
経
』
十
七
オ
７

　

そ
れ
ぞ
れ
「
布
施
物
は
」「
布
施
物
を
」
を
〈
フ
セ
モ
ッ
タ
〉〈
フ
セ
モ
ッ
ト
〉
と

い
う
連
声
で
発
音
す
る
こ
と
を
、
注
記
な
し
で
発
音
ど
お
り
に
「
布
施
物
た
」「
布

施
物
と
」
で
表
記
し
て
い
る
例
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
様
の
例
が
十
七
オ
３
、二
十
オ

８
、二
十
ウ
８
で
、『
布
施
無
経
』
の
テ
ー
マ
語
と
も
い
え
る
「
布
施
物
は
」「
布
施

物
を
」
に
対
し
て
促
音
系
連
声
で
の
発
音
が
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

同
様
の
促
音
系
連
声
が
表
記
さ
れ
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
「
明
月
は
」・「
今
月
は
」

二
十
二
ウ
４
は
連
声
表
記
が
さ
れ
て
い
な
い
。な
お
、該
当
部
分
の
虎
寛
本
で
は「
明

月
は
」
で
な
く
、「
来
月
は
」
を
〈
ラ
イ
ゲ
ッ
タ
〉
と
発
音
注
記
が
み
ら
れ
る（

（
（

。

　

な
お
、『
布
施
無
経
』十
オ
６
に
は「
今
朝
物
い
わ
ず
別
離
の
家
」の「
離
」に「
チ
」

が
鉛
筆
で
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。「
別
離
」
を
〈
べ
ッ
チ
〉
と
発
音
す
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。「
別
離
」
が
〈
ベ
ツ
リ
〉
で
は
な
く
、〈
ベ
ッ
リ
〉
と
発
音
さ
れ
て
い

た
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
を
〈
ベ
ッ
チ
〉
と
し
た
の
で
あ
る
。「
出
来
」
が
〈
シ
ュ
ッ

ラ
イ
〉
か
ら
〈
シ
ュ
ッ
タ
イ
〉
と
「
ら
」
と
「
た
」
の
調
音
点
の
近
さ
か
ら
の
交
代

が
み
ら
れ
る
の
と
同
様
で
あ
ろ
う
。

　

撥
音
系
連
声
も
振
り
仮
名
で
は
な
く
、
発
音
の
ま
ま
平
仮
名
表
記
を
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
金
銀
米
銭
な
思
召
侭
」『
布
施
無
経
』
八
オ
２
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「
米
銭
は
」
を
〈
ベ
イ
セ
ン
ナ
〉
と
連
声
で
発
音
す
る
と
こ
ろ
を
そ
の
ま
ま
「
米

銭
な
」
と
書
い
て
い
る
。

③
長
音
表
記

　

助
動
詞
「
う
」
の
付
い
た
か
た
ち
の
う
ち
、
取
り
上
げ
る
の
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
「
ち
ツ
と
踊
や
ふ
」『
金
津
』
八
ウ
７

　
　
　
　
　
　
　
　

「
ち
と
踊
よ
ふ
」『
金
津
』
九
オ
３

　

こ
ち
ら
は
「
踊
ろ
う
」
な
る
と
こ
ろ
だ
が
、「
踊
や
ふ
」、「
踊
よ
ふ
」
と
も
〈
オ

ド
リ
ョ
ー
〉
の
発
音
を
こ
の
よ
う
に
表
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
踊
る
」
は
五
段

動
詞
で
こ
れ
に
意
志
の
助
動
詞
「
う
」
が
つ
い
て
〈
オ
ド
ロ
ー
〉
と
な
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。「
見
う
」
を
〈
ミ
ョ
ー
〉
と
す
る
が
、「
お
ど
り
」
に
「
う
」
が
つ
い
た
〈
オ
ド

リ
ョ
ー
〉を
中
世
的
な
も
の
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。過
剰
な
る
類
推
形
と
で
き
よ
う
。

　

な
お
、
こ
こ
で
も
最
初
の
例
に
は
「
ち
ツ
と
」
と
促
音
「
ッ
」
の
書
き
込
み
が
あ

る
が
、
次
の
例
に
は
「
ち
と
」
だ
け
で
促
音
が
示
さ
れ
な
い
。

④
「
昨
日
」
に
つ
い
て

　

『
金
津
』
に
は
「
昨
日
」
を
「
け
の
ふ
」（
三
ウ
７
・
四
ウ
３
）
と
し
た
例
が
み
ら

れ
る
。

　
　
　

二
、
翻
刻

　

本
文
の
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
と
お
り
処
理
を
し
た
。

・
節
付
け
の
あ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、胡
麻
章
が
施
さ
れ
た
部
分
に
傍
点
を
付
し
た
。

・「
未
だ
」
は
す
べ
て
「
末
だ
」
で
あ
る
が
、「
未
だ
」
で
翻
刻
を
お
こ
な
っ
た
。

・
『
布
施
無
経
』
に
書
き
込
ま
れ
た
役
柄
な
ど
、
朱
の
書
き
入
れ
は
［　

］
に
入
れ

て
示
し
た
。
本
文
の
左
に
朱
で
書
き
込
ま
れ
た
ト
書
き
は
〈　

〉
で
囲
ん
で
本
文
行

に
翻
刻
を
し
た
。
ま
た
、『
布
施
無
経
』
は
最
終
的
に
鉛
筆
で
の
ミ
セ
ケ
チ
と
書
き

入
れ
が
あ
り
、
鉛
筆
の
書
き
入
れ
は
《　

》
で
示
し
、
入
れ
替
え
の
指
示
も
採
用
し

た
。
他
曲
に
つ
い
て
も
書
き
入
れ
が
あ
れ
ば
同
様
で
あ
る
。

　

な
お
、『
縄
綯
』
は
、
太
郎
冠
者
が
主
人
に
、
縄
を
綯
い
な
が
ら
仕
方
話
を
す
る

場
面
か
ら
の
本
文
で
あ
る
。『
金
津
』
は
、
子
供
の
金
法
師
を
地
蔵
に
仕
立
て
る
と

こ
ろ
か
ら
の
本
文
で
あ
る
。

　
　
　

翻
刻
『
布
施
無
経
』

［
本　

出
家
］　
　

二
十
八

「
茂
山
文
庫
」
印

［
本
神
文
］

大
蔵
流

　

布
施
無
経　

六
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
表
紙
】

　
　

布
施
無
経

［
仕
手
］
是
は
此
辺
り
に
。
小
庵
を
取
結
ぶ
貧
僧
で
御
座
る
。
爰
に
誰
殿
と
申
て
毎

月
定
て
定
斎

《
ト
キ
》の

方
が
御
座
る
が
又
今
朝
乍
去
難
い
御
方
よ
り
。
御
斎
を
被
下
ふ
と

有
て
。
再
三
の
御
使
で
御
座
た
に
依
て
。
先
夫
へ
参
り
斎
を
も
給
へ
。
重
満
致
い
て

は
御
座
れ
【
一
オ
】
共
。
定
斎
の
方
で
は
。
嘸
待
兼
て
い
ら
れ
舛
ふ
程
に
。
是
よ
り

参
り
勤
メ
計
り
成
共
致
ふ
と
存
る
。
先
そ
ろ
り
〳
〵
と
参
ふ
。
イ
ヤ
誠
に
。
貧
僧
の

重
斎
と
は
。
能
ふ
申
た
物
で
御
座
る
。
定
斎
の
方
で
は
。
毎
月
定
ツ
て
。
十
疋
の
布
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施
物
を《
ト
》被
下
る
ゝ
に
依
て
。
チ
ト
御
断
り
も
申
憎
【
一
ウ
】
う
御
座
る
。
イ
ヤ
参
る

程
に
早
是
じ
や
。
先
案
内
を
乞
う
。（
案
内
常
通
）［
主
］
ヱ
イ
お
寺
様
。
最
前
か
ら

御
坊
の
御
出
を
待
て
お
り
ま
し
た
。［
仕
手
］
定
て
そ
ふ
で
御
座
ろ
ふ
。
今
朝
去
難

い
御
方
よ
り
。
お
斎
を
被
下
ふ
と
有
て
。
再
三
の
御
使
で
御
座
た
に
依
て
。
夫
へ
参

り
。
斎
を
も
給
へ
【
二
オ
】
重
満
致
い
て
は
御
座
れ
共
。
此
方
は
定
斎
の
事
で
御
座

る
ニ
依
て
。
定
て
待
て
御
座
ろ
ふ
と
存
じ
《
近
頃
》
お
そ
な
わ
て
は
御
座
れ
共
勤
計

り
成
共
致
ふ
と
存
じ
。
参
《
つ
た
こ
と
で
御
座
有
》
り
舛
し
た
。［
ア
ド
］
ヤ
レ
〳
〵

夫
は
近
頃
忝
ふ
御
座
る
。
最
早
斎
は
仕
舞
舛
し
た
れ
共
。
お
勤
計
【
二
ウ
】
成
共
。

被
成
て
被
下
い
。［
仕
手
］
夫
な
ら
ば
通
り
舛
る
。［
ア
ド
］
サ
ア
〳
〵
つ
う
と
通
ら

せ
ら
れ
い
。〈
仕
手
ト
入
違
ヒ
名
乗
座
ヘ
来
ル
〉
去
乍
［
仕
手
］
加
様
の
時
分
人
を
持
舛
せ

ぬ
に
依
て
。
御
断
り
も
申
越
ひ
で
、
近
頃
気
の
毒
な
事
で
御
座
る
。［
ア
ド
］
左
様

の
節
は
そ
と
も
苦
敷
ふ
無
い
事
で
御
座
る
［
仕
手
］
ハ
ヽ
ア
是
は
又
持
佛
は
仕
舞
わ

【
三
オ
】
ず
に
置
せ
ら
れ
舛
た
の
。［
ア
ド
］
此
方
《
の
お
い
で
》
と
存
じ
其
侭
で

置
ま
し
舛
［
た
］［
仕
手
］
ハ
ヽ
ア
此
方
は
き
れ
い
好
じ
や
。
持
佛
の
角
か
ら
角
迠
。

塵
一
本
も
御
座
ら
ぬ
。
近
頃
寺
恥
敷
い
事
で
御
座
る
。［
ア
ド
］
在
家
と
申
物
は
只

む
ざ
〳
〵
と
計
り
致
た
物
で
御
座
る
。［
仕
手
］
更
ば
勤
メ
を
始
メ
舛
【
三
ウ
】［
ア

ド
］〈
着
サ
ス
ル
正
向
キ
居
ル
〉
夫
は
御
苦
労
ニ
存
舛
る
。［
仕
手
］
南
無
し
ゝ
ん
帰
命
礼
。

西
方
ニ
ヤ
モ
〳
〵
〳
〵
〳
〵
。〈
仕
手
ノ
咄
ス
度
ニ
仕
手
ヘ
ア
シ
ラ
イ
ヌ
又
正
向
ク
〉
ヱ
御
家
内

は
皆
替
ら
せ
ら
る
ゝ
事
も
御
座
ら
ぬ
が
。［
ア
ド
］
御
蔭
で
皆
息
才
で
御
座
る
。［
仕

手
］
夫
は
目
出
度
ふ
御
座
る
。
ニ
ヤ
モ
〳
〵
〳
〵
〳
〵
［
イ
］
毎
ぞ
や
は
見
事
な
菊

の
花
を
被
下
て
、
忝
ふ
御
座
る
。［
ア
ド
］
不
【
四
オ
】
出
来
に
は
御
座
れ
共
。
庭

前
ニ
咲
舛
し
た
に
依
て
。
進
上
申
て
御
座
る
。［
仕
手
］
折
節
来
客
が
御
座
て
［
生

て
置
舛
し
た
れ
ば
］
殊
の
外
は
れ
《
い
》
致
い
で
御
座
る
。［
ア
ド
］
夫
は
何
よ
り

で
御
座
る
。［
仕
手
］
ニ
ヤ
モ
〳
〵
〳
〵
〳
〵
。
あ
れ
が
御
庭
前
の
で
御
座
れ
ば
。

春
に
成
て
。
苗
を
被
下
い
。
愚
僧
が
眠
蔵
の
庭
へ
【
四
ウ
】
ふ
。《
伏
せ
》
布
施
て
。

置
度
ふ
御
座
る
。［
ア
ド
］《
何
が
さ
て
》
進
ぜ
舛
ふ
。［
仕
手
］
頼
舛
る
。［
ア
ド
］

心
得
舛
し
た
［
仕
手
］
ニ
ヤ
モ
〳
〵
〳
〵
〳
〵
。
南
無
き
や
ら
た
ん
の
う
虎
や
〳
〵
〳

〵
ヱ
ヘ
ン
。左
様
な
れ
ば
。勤
メ
は
是
で
仕
舞
舛
る
。［
ア
ド
］夫
は
忝
ふ
御
座
る［
仕

手
］〈
仕
手
ト
入
違
ヒ
大
臣
ノ
方
ヘ
行
ク
〉
も
う
斯
参
り
舛
る
。［
ア
ド
］
何
と
御
茶
で
も
参

ら
ぬ
か
。［
仕
手
］
イ
ヤ
も
茶
【
五
オ
】
も
ほ
し
う
御
座
ら
ぬ
。
是
か
ら
寺
へ
戻
て
。

ふ
。
布
施
《
伏
せ
》
り
舛
ふ
。［
ア
ド
］
夫
は
と
も
角
も
で
御
座
る
。［
仕
手
］
更
は

〳
〵
［
ア
ド
］
能
ふ
御
出
〈
笛
上
へ
ザ
ス
〉
被
成
舛
し
た
。［
仕
手
］
ヱ
ヽ
。
是
は

如
何
な
事
。
毎
も
定
ツ
て
十
疋
の
布
施
物
を《
ト
》被
下
る
ゝ
に
け
ふ
は
何
の
沙
汰
も
御
座

ら
ぬ
ハ
ヽ
ア
是
は
定
め
て
忘
れ
さ
せ
【
五
ウ
】
ら
れ
た
物
で
有
ふ
。
イ
ヤ
毎
も
被
下

る
ゝ
物
を
。
今
日
被
下
れ
ぬ
と
申
て
苦
敷
ふ
無
い
事
じ
や
。
先
急
ひ
で
戻
ふ
。
が
。

惣
じ
て
人
と
申
者
は
。
我
勝
手
の
能
い
時
は
物
言
例
に
成
た
が
る
物
じ
や
是
が
例
に

成
て
は
迷
惑
致
す
立
戻
て
。
思
ひ
出
さ
る
ゝ
様
ニ
【
六
オ
】
申
て
見
ふ
と
存
る
。
イ

ヤ
申
〳
〵
御
座
り
舛
る
か
御
座
る
か
。［
ア
ド
］
ハ
ヽ
ア
お
寺
様
は
未
だ
行
か
せ
ら

れ
ぬ
そ
ふ
な
。〈
大
臣
ヘ
出
ル
〉イ
ヤ
申
〳
〵
御
坊
は
未
だ
御
出
被
成
舛
せ
ぬ
か
。［
仕
手
］

も
う
斯
参
り
舛
る
が
。
是
は
此
方
ニ
は
毎
ぞ
や
教
化
が
聞
度
い
と
な
仰
ら
れ
て
御
座

る
な
。［
ア
ド
］
如
何
に
も
【
六
ウ
】
左
様
申
て
御
座
る
。［
仕
手
］
最
前
も
申
通
り
。

是
か
ら
寺
へ
戻
れ
ば
。［
只
］
最
早
伏
す
分
の
事
で
御
座
る
若
お
ひ
ま
な
ら
ば
。
教

化
し
て
聞
せ
舛
ふ
か
。［
ア
ド
］
夫
は
忝
ふ
御
座
る
何
卒
〈
又
仕
手
ト
入
違
ヒ
名
乗
座
ヘ
来

り
直
ス
〉
御
教
化
被
成
て
被
下
い
［
仕
手
］
乍
去
か
様
の
事
は
。
御
心
障
り
が
有
て

は
悪
う
御
座
る
が
。
信
実
。【
七
オ
】
御
用
は
御
座
ら
ぬ
か
。［
ア
ド
］
イ
ヤ
最
早
し

ま
い
上
で
。
何
も
用
は
御
座
ら
ぬ
寛
り
と
御
教
化
被
成
て
被
下
い
［
仕
手
］
夫
な
ら

ば
ろ
く
に
い
て
。
咄
し
舛
う
。［
ア
ド
］
夫
が
能
ふ
御
座
り
舛
ふ
［
仕
手
］
扨
教
化

と
申
て
。
別
《
に
六
ケ
敷
い
》
成
事
で
も
御
座
ら
ぬ
。
只
後
生
を
願
へ
と
申
分
の
事

で
御
座
る
《
ア
ド
有
難
ふ
ご
ざ
る
》
此
方
程
果
報
な
【
七
ウ
】
御
方
ば
御
座
ら
ぬ
。

先
家
居
は
廣
ふ
住
せ
ら
る
ゝ
。金
銀
米
銭
な
思
召
侭
に
有
。御
子
達
も
数
多
御
座《
る
》
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ろ
ふ
が
の
。［
ア
ド
］
如
何
に
も
御
座
る
。［
仕
手
］
す
れ
ば
此
世
の
願
は
ざ
ツ
メ
と
。

《
か
の
う
た
》す
ん
だ
と
申
物
で
御
座
る
。［
ア
ド
］イ
ヤ
〳
〵
左
様
で
は
御
座
ら
ぬ
。

只
《
今
日
を
》
今
日
を
う
か
〳
〵
と
送
る
分
の
事
で
御
座
る
。［
仕
手
］
イ
ヤ
〳
〵
。

惣
じ
【
八
オ
】
て
人
間
の
身
の
上
の
願
と
申
物
は
限
り
の
無
い
物
で
御
座
て
。
名
利

名
聞
に
お
ぼ
れ
。
欲
に
欲
を
重
ね
《
今
日
只
足
る
を
知
ら
ぬ
が
人
間
の
定
で
御
座
る
》

後
生
を
も
願
わ
ず
。
只
う
か
〳
〵
と
暮
す
は
浅
間
敷
い
事
で
御
座
る
。《
ア
ド
有
難

う
ご
ざ
る
》《
仕
手
》
生
者
必
滅
と
申
て
。
此
世
へ
生
す
る
物
は
必
滅
す
と
云
事
を
。

皆
人
毎
に
口
に
は
い
へ
共
正
敷
我
身
の
上
に
有
を
知
【
八
ウ
】
ら
ぬ
《
は
か
な
い
浮

世
で
ご
ざ
る
に
よ
つ
て
》
が
人
間
の
情
で
御
座
る
。《
只
後
生
を
願
は
せ
ら
れ
た
が

よ
う
ご
ざ
り
ま
し
よ
う
。》［
ア
ド
］
有
難
ふ
御
座
る
。［
仕
手
］
又
人
間
の
命
の
果

無
い
事
は
。
風

［
か
ぜ
］の
前
の
燈
火
。
水
の
上
の
あ
わ
。
雷
光
朝
露
。
石
の
火
よ
り
も
。

ま
だ
果
な
い
。
人
間
の
命
で
御
座
る
。
既
に
朝
開
暮
落
抔
と
申
て
。
朝
㒵
の
花
に
も
。

た
と
へ
置
れ
て
御
座
る
。
朝
㒵
と
申
物
は
【
九
オ
】《
花
は
き
れ
い
で
は
ご
ざ
れ
共
》

早
朝
に
開
き
。
日
の
出
る
に
従
て
し
ぼ
み
。
夕
辺
に
は
。
ほ
ろ
り
と
落
る
人
間
も
此

事
く
。
け
ふ
有
て
。
あ
す
無
い
命
。
出
る
い
き
。
引
く
い
き
を
待
た
ぬ
。
果
な
い
浮

世
で
御
座
る
ニ
依
て
。
只
後
生
を
願
わ
せ
ら
れ
た
が
能
ふ
御
座
り
舛
ふ
。［
ア
ド
］

有
難
ウ
御
座
る
。［
仕
手
］
扨
又
爰
に
殊
勝
な
文
【
九
ウ
】
が
御
座
る
。
是
を
も
話

い
て
聞
せ
舛
ふ
［
ア
ド
］
承
り
舛
ふ
。〈
此
詞
に
成
ル
ト　

正
面
ヘ
ハ
ズ
ス
〉［
仕
手
］
身
命
財

を
𣒗𣒗
ナ
ゲ
ウ
ツ

て
傳
法
せ
ん
と
欲
せ
ば
。
供
佛
施
僧
捨
心
の
専
［
モ
ツ
パ
ラ
］と

せ
よ
。
雲
と
な
り
雨

と
な
り
。
不
晴
〴
〵
の
字
今
朝
物
い
わ
ず
別
離《

チ
》の
家
。（
小
笑
）
と
申
て
は
。
チ
ト

御
合
点
が
参
り
舛
る
ま
い
。［
ア
ド
］
如
何
に
も
合
点
が
【
十
オ
】
参
り
舛
せ
ぬ
。［
仕

手
］
是
を
チ
ト
和
げ
て
聞
せ
舛
ふ
。［
ア
ド
］
夫
は
有
難
ふ
御
座
る
。［
仕
手
］
身
命

財
を
𣒗𣒗
て
と
は
身
は
此
身
。
命
は
い
の
ち
財
は
た
か
ら
と
書
た
文
字
で
御
座
る
。［
ア

ド
］
ホ
ウ
《
ヘ
エ
》［
仕
手
］
佛
の
為
に
は
身
を
も
命
を
も
財
を
も
投
打
て
。
後
生

を
願
へ
と
申
事
で
御
座
る
。［
ア
ド
］
有
難
ふ
御
座
る
【
十
ウ
】［
仕
手
］
傳
法
せ
ん

と
欲
せ
ば
と
は
。
此
法
を
傳
ふ
る
を
𠮷ヨ

シ

と
す
。
供
佛
施
僧
と
は
。
或
は
巻
塔
迦
藍
を

建
立
し
。
佛
に
香
華
を
手
向
け
。
我
等
如
き
の
貧
僧
に
。
物
を
施
す
を
施
僧
と
申
。

イ
ヤ
申
施
す
と
は
。
人
に
物
を
遣
る
事
で
御
座
る
ぞ
や
。［
ア
ド
］
左
様
で
御
座
る
。

［
仕
手
］
捨
身
【
十
一
オ
】
の
専
と
せ
よ
と
は
。
身
を
す
て
行
と
書
た
文
字
で
御
座

る
。《
ア
ド　

ヘ
エ
》
身
を
捨
る
と
申
て
。
何
も
此
身
を
渕
川
へ
す
つ
る
で
は
御
座

ら
ぬ
。
佛
の
為
に
は
［
雨
が
降
ふ
が
風
が
吹
ふ
が
］
い
と
い
ゐ
と
わ
ず
行
で
な
け
れ

ば
捨
身
の
行
と
は
。
申
さ
れ
舛
せ
ぬ
。［
ア
ド
］
有
難
ふ
御
座
る
。［
仕
手
］
雲
と
成

雨
と
成
り
と
は
。
定
り
定
ま
ら
ぬ
【
十
一
ウ
】
事
。
不
晴
〴
〵
の
字
。
イ
ヤ
申
此
不

晴
〴
〵
の
字
が
。
今
日
教
化
の
一
肝
文
で
御
座
る
。
も
そ
と
《
こ
れ
へ
よ
つ
て
》
耳

を
す
ま
い
て
能
ふ
《
と
く
と
》
聞
せ
ら
れ
い
［
ア
ド
］
心
得
舛
た
［
仕
手
］
ふ
せ
い

〳
〵
の
時ジ

と
は
。
晴
や
ら
ず
晴
や
ら
ざ
る
時
と
。
書
た
文
字
で
御
座
る
。［
ア
ド
］

ホ
ウ《
ヘ
エ
》［
仕
手
］此
晴
や
ら
ず
は
悪
い
事
で
御
座
る
ニ
依
て
晴
や
ツ
メ
た【
十
二

オ
】
が
能
ふ
御
座
る
。［
ア
ド
］
ハ
ア
。［
仕
手
］
惣
じ
て
人
と
云
物
は
。
定
て
も
ろ

ふ
事
の
有
れ
ば
。
又
定
て
遣
る
事
の
有
物
で
御
座
る
。［
ア
ド
］
如
何
に
も
有
物
で

御
座
る
［
仕
手
］
御
座
ろ
ふ
が
の
。［
ア
ド
］
如
何
に
も
御
座
る
［
仕
手
］
夫
〳
〵

夫
を
や
ら
ぬ
が
晴
や
ら
ざ
る
時
で
御
座
る
ニ
依
て
。
遣
る
べ
き
物
は
。
何
の
二
念
も

無
ふ
。
早
ふ
晴
【
十
二
ウ
】
遣
た
が
能
ふ
御
座
る
。［
ア
ド
］
ハ
ア
［
仕
手
］
又
も

ろ
ふ
者
も
。
毎
も
被
下
る
ゝ
に
。
け
ふ
は
な
ぜ
被
下
れ
ぬ
ぞ
。
若
忘
れ
さ
せ
ら
れ
た

物
で
は
有
ま
い
か
も
う
出
し
そ
ふ
な
物
じ
や
〳
〵
と
。
色
〳
〵
の
罪
を
造
る
も
《
是

皆
罪
業
と
申
し
て
や
る
方
の
》
是
は
。
皆
此
方
の
罪
ニ
な
る
事
で
御
座
る
《
る
に
依

つ
て
早
う
は
れ
や
つ
た
が
良
う
ご
ざ
る
》［
ア
ド
］
左
様
で
御
座
る
。《
ア
ド　

心
得

ま
し
た
》［
仕
手
］
斯
う
【
十
三
オ
】
申
。
此
方
と
。
愚［

グ
］僧
の
間
ニ
も
有
そ
ふ
な
事

で
は
御
座
ろ
ふ
ら
ぬ
か
。［
ア
ド
］
如
何
も
有
そ
ふ
な
事
で
御
座
る
。［
仕
手
］
御
座

ろ
ふ
が
の
。［
ア
ド
］
如
何
に
も
御
座
る
《
り
ま
し
よ
う
》［
仕
手
］
夫
〳
〵
。
夫
を

遣
ら
ぬ
が
。
則

ス
ナ
ハ
チ

晴
や
ら
ざ
る
時
で
御
座
る
ニ
依
て
。
思
ひ
出
い
た
な
ら
ば
。
何
の
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二
念
も
無
ふ
。
早
ウ
晴
遣
ら
せ
ら
れ
た
【
十
三
ウ
】
が
能
ふ
御
座
る
。［
ア
ド
］
心

得
舛
し
た
［
仕
手
］
何
と
此
不
晴
〴
〵
の
時
が
御
合
点
参
り
舛
た
か
。［
ア
ド
］
如

何
に
も
合
点
致
い
て
御
座
る
。［
仕
手
］イ
ヤ
〳
〵
。未
だ
御
合
点
参
ら
ぬ
御
㒵カ

ホ

じ
や
。

［
ア
ド
］
と
く
と
合
点
致
い
て
御
座
る
。［
仕
手
］
イ
ヤ
是
さ
へ
合
点
参
れ
ば
。
外

ニ
申
事
は
御
座
ら
ぬ
。
下
手
の
長
【
十
四
オ
】
談
儀
は
。
高
座
の
防

サ
マ
タ
ゲ

と
や
ら
申
今

日
は
是
ニ
て
し
ま
い
舛
る
［
ア
ド
］
夫
は
有
難
ふ
御
座
る
。《
仕
手
》
此
跡
は
寺
へ

御
座
れ
。
緩
り
と
話
い
て
聞
せ
申
ふ
。《
ア
ド
》〈
又
仕
手
ト
入
違
ヒ
大
臣
ヘ
〉
何
と
御
茶

で
も
参
り
舛
せ
ぬ
か
［
仕
手
］
イ
ヤ
も
茶
も
ほ
し
う
御
座
ら
ぬ
。
更
ば
〳
〵
。［
ア
ド
］

能
ふ
〈
笛
上
ヘ
ザ
ス
〉
御
座
た
。［
仕
手
］
ハ
ア
。
ハ
ツ
メ
ア
引
。
世
に
は
愚ぐ

鈍
な
人

も
【
十
四
ウ
】
者
は
有
物
で
御
座
る
。
手
を
持
て
引
ま
わ
し
。
箸
を
以
て
く
ゝ
む
る

様
ニ
申
せ
共
。
只
合
点
し
た
。
〳
〵
あ
れ
は
。
何
を
合
点
召
さ
れ
た
事
じ
や
知
ら
ぬ
。

少
し
も
御
合
点
参
ら
ぬ
程
に
の
。
ハ
ツ
メ
ア
引
南
無
阿
弥
陀
佛
〳
〵
。
恐
し
や
〳
〵

愚
僧
は
迷
ふ
た
。
う
け
が
い
ぬ
【
十
五
オ
】
れ
ば
。
ご
ん
り
致
す
。
う
げ
が
は
ざ
れ

は
長
く
生
死
に
落
る
。
元
よ
り
一
銭
一
毛
無
き
を
こ
そ
。
禅
の
眼
と
ほ
し
た
り
。

縦
《
タ
ト
ヘ
》は

彼
十
疋
の
布
施
物
た
。
真マ
ン

中
よ
り
。
ぶ
ツ
メ
つ
り
と
捻
切
り
。
大
海
へ
さ
ら

り
〳
〵
と
流
い
て
。
有
も
な
う
無
も
な
う
し
て
行
く
に
。
何
ん
の
行
か
【
十
五
ウ
】

れ
ぬ
事
も
有
ま
い
。
恐
ら
く
は
。
い
ん
で
見
せ
ふ
。（
小
笑
）
ア
ヽ
行
か
れ
ぬ
〳
〵
。

後
か
ら
引
戻
さ
る
ゝ
様
で
中
〳
〵
行
か
れ
ぬ
。
又
行
か
ら
れ
ぬ
も
道
理
じ
や
。
先
十

疋
の
布
施
物
た
押
頂
き
。
左
り
の
袂
へ
押
入
。
半
分
ニ
て
は
。
塩
味
噌
。
薪
を
調
へ
。

半
分
ニ
て
は
【
十
六
オ
】
座
禅
ふ
す
ま
の
つ
く
ろ
い
を
し
、
夫
を
引
潜
ひ
て
。
来［
コ
］し

方
行
末
の
悟［

サ
ト
リ
］道り

を
開
ふ
物
な
ら
ば
。
何
か
有
ら
ん
。
其
上
此カ
ノ

十
疋
の
布
施
物
た
申

請
い
で
は
。
今
日
経
も
亡
者
も
奈
落
へ
沈
み
。
愚
僧
も
。
目
の
前
で
。
損
の
行
く
事

じ
や
。
夫
〳
〵
佛
も
《
方
》
法
便
と
申
事
を
。
説
い
て
【
十
六
ウ
】
置
か
れ
た
。
ア

ノ
様
な
人
に
。
教
化
立
て
を
致
ふ
よ
り
。
此
上
は
《
方
》
法
便
を
以
て
。
彼
十
疋
の

布
施
物
た
取
ら
ひ
で
置
ふ
か
。
惣
じ
て
布
施
無
い
経
に
は
袈
裟
を
落
す
と
や
ら
申
。

愚
僧
も
袈
裟
を
落
ひ
た
と
申
て
。
布
施
物
と
。
取
ふ
と
存
る
。
ヱ
ヘ
ン
〳
〵
。
果
合

点
の
【
十
七
オ
】
行
か
ぬ
。
何
と
し
た
事
じ
や
知
ら
ぬ
ど
れ
へ
往
た
事
じ
や
知
ら
ぬ

ヱ
ヘ
ン
〳
〵
［
ア
ド
］〈
立
チ
〉
イ
ヤ
御
寺
様
の
声
が
致
す
。
イ
ヤ
申
〳
〵
御
寺
様
。

御
坊
は
未
だ
御
出
被
成
れ
舛
〈
大
臣
へ
出
ル
〉
せ
ぬ
か
。［
仕
手
］
チ
ト
尋
る
物
が
御
座

る
か
ま
わ
せ
ら
れ
る
な
。
ど
れ
へ
往
た
事
じ
や
知
ら
ぬ
。［
ア
ド
］
イ
ヤ
申
〳
〵
何

を
尋
ね
さ
せ
ら
る
ゝ
ぞ
［
仕
手
］
去
れ
ば
【
十
七
ウ
】
其
事
で
御
座
る
。
最
前
教
化

致
す
時
分
は
。
袈ケ

裟サ

を
懸
て
い
た
様
ニ
も
有
又
下
ニ
置
た
様
ニ
も
御
座
た
が
是
見
さ

せ
ら
れ
い
。
袈
裟
が
御
座
ら
ぬ
。［
ア
ド
］
誠
に
御
袈
裟
が
御
座
ら
ぬ
［
仕
手
］
此

方
ニ
は
御
子
達
が
数
多
御
座
る
に
依
て
。
自
然
い
た
づ
ら
に
隠
さ
せ
ら
れ
た
物
で
御

座
ろ
ふ
。
も
し
出
【
十
八
オ
】
舛
し
た
な
ら
ば
。
早
速
寺
へ
届
で
被
下
い
［
ア
ド
］

畏
て
御
座
る
。［
仕
手
］《
そ
れ
に
付
》
愚
僧
の
袈
裟
ニ
は
ま
が
い
も
無
い
印
が
御
座

る
。［
ア
ド
］
夫
は
又
如
何
様
な
御
印
で
御
座
る
［
仕
手
］
巻
付
《
さ
れ
は
そ
の
事

で
御
座
る
》
ア
ノ
鼠
と
申
奴
は
徒

イ
タ
ズ
ラ

ら
な
奴
で
御
座
て
。
此
間
去
る
《
方
》
寺カ
タ

へ
斎

に
参
り
。
戻
て
其
侭
袈
裟
を
棹
に
掛
て
置
て
御
座
れ
ば
。
如
何
様
マ
物
ニ
【
十
八
ウ
】

た
と
へ
と
申
そ
ふ
な
ら
ば
。
鳥
目
十
疋
程
の
鼠
が
。
あ
ち
ら
へ
は
す
る
り
こ
ち
ら
へ

は
す
る
り
と
。
通
る
程
の
穴
を
あ
け
て
置
舛
し
た
。
私
の
事
で
御
座
る
ニ
依
て
。
夫

を
も
か
ま
わ
ず
其
侭
か
け
て
《
参
つ
》
歩
行
て
御
座
れ
ば
或
る
旦
方マ
マ

衆
の
御
内
儀
が

見
ら
れ
舛
し
て
。
イ
ヤ
申
〳
〵
御
寺
様
。
御
【
十
九
オ
】
坊
の
御
袈
裟
は
。
余
り
見

と
む
な
う
御
座
る
。
ど
れ
〳
〵
童
が
縫
て
進
ぜ
舛
ふ
と
仰
ら
れ
て
。
則
夫
を
う
ら
表

よ
り
ふ
。
布
施
引
。
縫
と
や
ら
に
し
て
く
れ
ら
れ
た
が
。
ま
が
い
も
無
い
愚
僧
の
袈

裟サ

で
御
座
る
。
出
舛
し
た
な
ら
ば
。
早
速
寺
へ
届
て
被
下
い
［
ア
ド
］
何
が
扨
畏
て

御
座
る
。［
仕
手
］
愚
僧
は
【
十
九
ウ
】
も
う
斯
参
り
舛
る
。［
ア
ド
］
イ
ヤ
申
〳
〵

御
寺
様
チ
ト
待
せ
ら
れ
い
。［
仕
手
］
何
も
用
は
御
座
る
ま
い
。［
ア
ド
］
先
待
て
被

下
い
。［
仕
手
］
心
得
舛
し
た
。［
ア
ド
］〈
大
臣
柱
ノ
方
向
キ
〉
是
は
如
何
な
事
最
前
か

ら
御
寺
様
が
。
さ
い
〳
〵
小
戻
り
を
召
さ
る
〳
〵
と
存
じ
て
御
座
れ
ば
。
毎
月
定
て
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十
疋
の
布
施
物
た
進
ぜ
舛
る
を
。
今
日
は
は
【
二
十
オ
】
た
と
失
念
致
い
て
御
座
る
。

イ
ヤ
苦
敷
ふ
無
い
事
じ
や
。
急
びマ

マ

で
進
上
申
ふ
と
存
る
［
仕
手
］
漸
々
と
思
ひ
出
れ

た
そ
ふ
な
。〈
笛
上
ヘ
行
キ
扇
開
キ
（
布
施
物
）
ヲ
ノ
セ
テ
大
臣
ヘ
出
ル
〉［
ア
ド
］
イ
ヤ
申
〳
〵

御
寺
さ
ま
御
坊
ニ
チ
ト
面
目
無
い
事
が
御
座
る
。［
仕
手
］
夫
は
又
如
何
用
な
事
で

御
座
る
。［
ア
ド
］
去
れ
は
其
事
で
御
座
る
。
毎
月
定
て
。
十
疋
の
布
施
物
と
進
上

致
し
舛
る
に
【
二
十
ウ
】
今
日
は
来
客
に
取
ま
ぎ
れ
。
は
た
と
失
念
致
い
て
御
座
る
。

近
頃
お
そ
な
わ
て
は
御
座
れ
共
。
何
卒
納
め
さ
せ
ら
れ
て
被
下
い
。［
仕
手
］
ハ
ヽ

ア
面
目
無
い
と
仰
ら
る
ゝ
は
。
其
事
で
御
座
る
か
。［
ア
ド
］
中
〳
〵
。［
仕
手
］
ハ

ア
扨
〳
〵
此
方
は
又
。り
ち
ぎ
な
御
方
じ
や
毎
月
被
下
る
ゝ
に
今
月
ニ
限
て【
二
十
一

オ
】
被
下
ぬ
と
申
て
。
夫
を
愚
僧
が
い
な
と
申
舛
ふ
ぞ
。
其
事
で
御
座
れ
ば
愚
僧
は

も
う
斯
参
舛
る
。［
ア
ド
］
イ
ヤ
申
〳
〵
御
寺
さ
ま
。
毎
月
進
上
申
に
。
今
月
ニ
限

て
進
上
申
さ
い
で
は
。心
ニ
懸
て
悪
敷
ふ
御
座
る
。何
卒
納
め
さ
せ
ら
れ
て
被
下
い
。

［
仕
手
］
其
上
。
今
日
は
チ
ト
申
受
悪ニ

ク

い
事
が
【
二
十
一
ウ
】
御
座
る
か
。［
ア
ド
］

夫
は
又
な
ぜ
で
御
座
る
［
仕
手
］
去
れ
ば
其
事
で
御
座
る
。
最
前
か
ら
教
化
致
ふ
か
。

又
は
袈
裟
は
落
て
は
御
座
ら
ぬ
か
と
。
さ
い
さ
ん
小
戻
り
を
致
す
も
。
ひ
ツ
メ
き
よ

う
其
御
布
施
が
。
ほ
し
さ
引
。［
両
人
］（
笑
）［
仕
手
］
と
。
思
召
と
迷
惑
に
存
舛
る
。

愚
僧
は
も
う
斯
参
り
舛
る
。［
ア
ド
］
イ
ヤ
申
〳
〵
何
し
に
【
二
十
二
オ
】
其
様
な

事
を
思
ひ
舛
ふ
ぞ
。
平
ニ
〈
是
ヨ
リ
両
人
押
ヤ
イ
ヲ
ス
ル
〉
納
め
さ
せ
ら
れ
て
被
下
い
。［
仕

手
］
夫
な
ら
ば
又
明
月
一
緒
ニ
申
受
舛
ふ
。［
ア
ド
］
イ
ヤ
申
〳
〵
明
月
は
明
月
。

今
月
は
今
月
で
御
座
る
。
是
非
共
納
め
さ
せ
ら
れ
て
被
下
い
。［
仕
手
］
ど
う
有
て

も
今
［
日
は
］
月
は
申
受
ら
れ
舛
る
ま
い
。［
ア
ド
］〈
布
施
物
ヲ
仕
手
ノ
懐
中
ヘ
ネ
ジ
込
ミ

中
ノ
袈
裟
ヲ
引
ズ
リ
出
シ
左
手
ニ
持
チ
大
臣
ヘ
戻
リ
不
審
㒵
ヲ
仕
手
ヘ
渡
ス
〉
其
儀
な
ら
ば
。
御
懐

中
へ
入
て
進
ぜ
【
二
十
二
ウ
】
舛
ふ
。［
仕
手
］
イ
ヤ
是
は
迷
惑
で
御
座
る
〳
〵
［
ア

ド
］
イ
ヤ
申
〳
〵
御
寺
さ
ま
。
是
は
御
坊
の
御
袈
裟
で
は
御
座
ら
ぬ
か
。［
仕
手
］

ど
れ
〳
〵
是
へ
見
せ
て
被
下
い
。（
笑
）
是
に
付
て
。
不
思
儀
な
事
が
御
座
る
。［
ア

ド
］
夫
は
又
如
何
様
な
事
で
御
座
る
。［
仕
手
］
今
日
は
最
前
か
ら
出
憎
い
御
布
施

が
出
【
二
十
三
オ
】
舛
た
れ
ば
。
こ
り
や
袈
裟
迠
が
出
舛
し
た
。［
ア
ド
］
ア
ノ
《
よ

う
お
い
で
な
さ
れ
ま
し
た
》
や
く
た
い
な
ー
、
と
ツ
メ
と
ゝ
行
か
し
め
。［
仕
手
］《
南

無
阿
弥
陀
仏
〳
〵
》
面
目
も
御
座
ら
ぬ
。

［
仕
手
］

　

一
無
地
の
し
目　

着
流　
　

一
長
衣

　

一
無
地
腰
折　
　
　
　
　
　

一
角
頭
巾

　

一
袈
裟　
　
　
　
　
　
　
　

一
黒
珠　

珠
数

　

一
白
骨
愚
繪　

中
啓

［
ア
ド
］

　

一　
　

長
上
下　

出
立

　

一　
　

御
布
施　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
二
十
三
ウ
】

　　
　
　

茂
山
眞
一
花
押　
　
　
　
　
　
　
【
裏
表
紙
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

翻
刻
『
蝸
牛
』

［
本
神
文
］

　

大
蔵
流
［
改
正
］

　

蝸
牛　

六
義

　
　
　
　
　
　
【
表
紙
】

　
　

蝸
牛

次
第
［
仕
手
］［
次
第
道
行
］
旅
寝
〈
大
小
の
方
向
キ
〉
の
衣
露
受
け
て
〳
〵
目
覚
め
し
後
や
し

を
る
ら
ん
［（
地
返
）］（
地
返
）〈
ナ
ノ
リ
ザ
立
〉
是
は
出
羽
の
羽
黒
山
よ
り
出
為
懸
け
出
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の
山
伏
で
す　

此
度
大
峯
葛
城
を
し
ま
い　

只
今
本
国
へ
罷
り
下
る
先
急
ひ
で
参
ろ

ふ
。［
道
行
］
イ
ヤ
【
一
オ
】
誠
に
行
は
萬
行
有
り
と
は
申
せ
共
取
分
け
山
伏
の
行
は

野
ニ
伏
し
山
に
伏
し
。
あ
る
い
は
岩
木
を
枕
と
し
〈
仕
手
柱
ニ
テ
フ
リ
返
リ
真
中
ヘ
出
大
臣

柱
ヲ
右
〉
其
奇
特
に
は
。
空
飛
ぶ
鳥
を
〈
手
サ
シ
文
句
通
リ
形
ス
ル
〉
も
目
の
前
へ
。
祈
り

落
す
〈
直
シ
〉
是
が
山
伏
の
行
力
で
す　
〈
ナ
ノ
リ
ザ
ヘ
戻
リ
〉
イ
ヤ
け
さ
宿
を
そ
ふ
〳
〵

立
た
れ
ば
。
い
か
【
一
ウ
】
う
眠
む
う
成
た
〈
二
三
足
カ
リ
見
廻
ス
〉
當
り
に
ま
ど
ろ
む

所
は
無
か
知
ら
ぬ
。〈
笛
ノ
上
ノ
方
向
キ
〉
イ
ヤ
是
に
大
き
な
藪
が
有
る　
〈
珠
数
懐
中
し
〉

さ
ら
ば
は
い
つ
て
見
う
〈
右
手
カ
ケ
足
ヌ
キ
左
手
カ
ケ
足
ヌ
キ
右
ヘ
飛
見
廻
し
〉
ヱ
イ
〳
〵
ヤ
ッ

ト
ナ
ハ
ヽ
ア
引
涼
し
そ
う
な
藪
じ
や
先
此
當
り
で
ま
ど
ろ
も
ふ
。〈
大
臣
柱
ニ
テ
左
向
キ

横
ニ
寝
ル
手
枕
ニ
テ
〉　

ヱ
イ
〳
〵
ヤ
ッ
ト
ナ
。［
主
］
是
は
〈
ナ
ノ
リ
ザ
立
〉
此
當
り
に
住
居

致
す
者
で
【
二
オ
】
御
座
る 

某
長
命
の
祖
父
を
一
人
持
て
御
座
る
が
猶
長
寿
さ
せ

度
ふ
存
所
に
。
或
人
の
仰
ら
る
ゝ
に
は
。
蝸

［
カ
タ
ツ
ム
リ
］

牛
と
申
物
を
参
ら
す
れ
ば
。
猶
長
寿

ハ
疑
ひ
無
い
と
の
事
で
御
座
る
ニ
依
て
先
太
郎
冠
者
を
呼
出
し 

蝸
牛
を
取
り
に
遣

ふ
と
存
る
（
同
）【
二
ウ
】
う
眠
む
う
成
た
當
り
に
ま
ど
ろ
む
所
は
無
か
知
ら
ぬ
。

イ
ヤ
是
に
大
き
な
藪
が
有
る
さ
ら
ば
は
い
て
見
う
ヱ
イ
〳
〵
ヤ
ッ
ト
ナ 

ハ
ヽ
ア
引

涼
し
そ
う
な
藪
じ
や 

先
此
當
り
で
ま
と
ろ
も
ふ 

ヱ
イ
〳
〵
ヤ
ッ
ト
ナ
。
是
は
此
當

り
に
住
居
致
す
者
で
【
三
オ
】
御
座
る 

其
長
命
の
祖
父
を
一
人
持
て
御
座
る
が
猶

長
寿
さ
せ
度
ふ
存
所
に
或
人
の
仰
ら
る
に
は 

蝸
牛
と
申
物
は
参
ら
す
れ
ば
猶
長
寿

疑
も
無
と
の
事
で
御
座
る
ニ
依
て
先
太
郎
冠
者
を
呼
出
し
。
蝸
牛
を
取
り
に
遣
そ
う

と
存
る
（
呼
出
し
）【
三
ウ
】
汝
を
呼
出
す
は
別
成
事
て
も
無
い
。
そ
ち
も
知
る
通

り 

祖
父
子
様
ニ
も
段
々
御
長
寿
被
成
れ
。
何
と
〳
〵
目
出
度
い
事
で
は
無
い
か   

御
意
被
成
る
ゝ
通
り
。
御
目
出
度
い
御
事
で
御
座
る　

夫
よ
〳
〵
扨
夫
ニ
付
猶
々
長

寿
致
さ
せ
度
ふ
存
處【
四
オ
】或
人
の
仰
ら
る
ゝ
に
は
蝸
牛
と
申
者
を
参
ら
す
れ
ば
。

弥
々
長
寿
疑
ひ
無
い
と
の
事
じ
や
に
依
て 

汝
は
大
儀
乍
其
蝸
牛
を
取
て
来
い　

畏

て
は
御
座
れ
共
。
其
蝸
牛
と
申
物
は
ど
の
様
な
物
で
。
又
ど
こ
元
ニ
有
る
事
や
ら
。   

終
見
た
事
も
【
四
ウ
】
御
座
ら
ぬ
。　

其
蝸
牛
と
申
物
は
先
第
一
頭
が
黒
ふ
て
腰
に

貝
を
付
け
。
又
折
々
は
角

［
ツ
ノ
］を

出
す
物
じ
や 

大
き
は
人
程
も
有
る
と
云
ふ
藪
に
は
必

ず
居
程
ニ
先
さ
く
の
し
て
取
て
来
い　

是
は
六
ヶ
敷
い
御
好
で
は
御
座
れ
共
せ
ん
さ

く
の
し
て
【
五
オ
】
取
て
参
り
舛
せ
ふ 

内
も
い
そ
が
敷
い
早
ふ
い
て
頓
て
戻
れ
。   

心
得
舛
た　

ヱ
イ
引　

ハ
ア
引
〈
主
板
ツ
キ
へ
座
大
臣
ハ
ズ
シ
〉
扨
も
〳
〵
俄
な
御
用
を
仰

付
ら
れ
た
参
ら
ず
は
成
ま
い
。〈
カ
ン
ガ
ヘ
〉
先
ど
の
藪
へ
参
ろ
ふ　

イ
ヤ
〈
直
シ
〉
此

村
は
ず
れ
に
大
き
な
藪
が
有
ニ
さ
ら
ば
先
あ
れ
へ
【
五
ウ
】
参
ろ
ふ 

イ
ヤ
〈
道
行
〉

誠
ニ
斯
参
て
も
藪
に
蝸
牛
が
居
れ
ば
能
ふ
御
座
る
が
若
し
お
ら
ぬ
時
は
参
た
先
も
無

い
事
で
御
座
る
〈
大
小
ノ
前
ニ
テ
立
〉
イ
ヤ
何
か
と
申
内
〈
形
ス
ベ
テ
仕
手
ニ
同
断
〉
早
藪
へ

参
た
。
先
は
い
ッ
て
見
う 

ヱ
イ
〳
〵
ヤ
ッ
ト
ナ 

ハ
ヽ
ア
引
〈
見
止
シ
必
ズ
仕
手
ノ
方
見
ル

ベ
カ
ラ
ズ
〉
涼
し
そ
う
な
藪
じ
や
先
此
当
り
【
六
オ
】〈
上
下
左
右
ト
跡
ハ
サ
ハ
乍
見
廻
ス
〉
頭

の
黒
い
物
は
い
ぬ
か
。
腰
に
貝
を
付
け
た
物
は
を
ら
ぬ
か
。
又
折
々
は
角
を
出
す
物

は
い
ぬ
か
〈
ト
仕
手
ニ
ツ
マ
ヅ
キ
フ
リ
返
見
テ
〉
是
〈
ナ
ノ
リ
ザ
ヘ
戻
リ
〉
は
如
何
な
事 

あ
れ
ニ

何
者
や
ら
寝
て
居
る
。
見
れ
ば
頭
が
黒
ふ
御
座
る
若
し
や
蝸
牛
殿
で
は
無
い
か
。
チ

ト
起
い
て
問
ふ
て
見
う　
〈
仕
手
ノ
跡
口
ヘ
片
ヒ
ザ
〉
イ
ヤ
申
〳
〵
【
六
ウ
】〈
仕
手
ヲ
ユ
リ

起
ス
〉
チ
ト
物
が
問
度
ふ
御
座
る 

起
て
被
下
い
〳
　〵
〈
両
手
ノ
ビ
シ　

目
コ
ス
リ
起
上
ル
〉

ア
ヽ
引
能
う
寝
た
事
哉
〳
〵
〈
太
郎
元
ヘ
戻
ル
〉　
〈
太
郎
ヲ
見
テ
珠
数
出
シ
〉
ヱ
イ
今
起
た
は

そ
ち
か
。   

如
何
に
も
私
て
御
座
る
身
共
を
起
い
て
何
と
す
る　

そ
つ
じ
な
申
事
乍

若
し
や
此
方
は
蝸
牛
・・・・・
殿
で
は
御
座
ら
ぬ
か
。【
七
オ
】
何
じ
や
蝸
牛
で
は
無

い
か
と
申
か
中
〳
　〵

し
て
其
蝸
牛
を
尋
ね
て
何
と
す
る
。　

私
の
頼
ふ
だ
者
は
長

命
の
祖
父
を
壱
人
持
て
御
座
が
猶
々
長
寿
致
さ
せ
度
ふ
存
所
或
人
の
仰
ら
る
ゝ
に
は

蝸
牛
と
申
物
を
参
ら
す
れ
ば
【
七
ウ
】
猶
御
長
寿
疑
ひ
無
い
と
の
事
で
御
座
ニ
依
て

其
蝸
牛
が
取
て
進
ぜ
た
さ
に
。
か
様
に
尋
ぬ
る
事
で
御
座
る　

ム
ヽ
子
細
を
聞
け
ば

尤
じ
や
暫
く
夫
ニ
御
待
ち
や
れ
。
心
得
舛
し
た　
〈
仕
手
ハ
ズ
シ
〉　
（
笑
）
世
に
は
う

つ
け
た
者
も
有
れ
ば
有
物
で
御
座
る
【
八
オ
】
某
を
見
懸
け
て
。
蝸
牛
で
は
無
か
と
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申
〈
カ
ン
ガ
エ
〉
よ
い
〳
〵
某
が
蝸
牛
じ
や
と
申
て
。
き
奴
を
散
々
な
ぶ
て
や
ろ
ふ
と

存
る
。〈
太
郎
ヲ
見
向
キ
〉　

イ
ヤ
能
〳
〵
お
い
や
る
か
。　

是
に
居
り
舛
る　

そ
な
た

は
真
実
蝸
牛
を
尋
ぬ
る
の
。
真
実
尋
ね
舛
る　

何
を
隠
そ
【
八
ウ
】
ふ
身
共
で
お
り

や
る　

ヤ
ア
〳
〵
す
れ
ば
此
方
が
蝸
牛
殿
で
御
座
る
か
中
〳
　〵
〈
仕
手
ヲ
下
カ
ラ
見
上

ル
〉
成
程
大
き
い
は
。
人
ほ
ど
も
有
る
と
申
て
御
座
る 

先
其
の
か
た
つ
む
り
と
申
物

は
頭
が
黒
ふ
て
腰
に
貝
を
付
け
た
物
じ
や
と
申
て
御
座
る
。　

夫
は
近
頃
念
【
九
オ
】

の
入
た
尋
ね
様
な
れ
ど
。〈
左
手
ト
巾
ヲ
サ
ス
〉
先
お
見
や
る
通
り
形
の
如
く
頭
は
黒
い

で
は
無
い
か　

誠
に
〈
見
ル
〉
黒
う
御
座
る
貝
は
今
見
す
る
ぞ
。〈
ト
フ
リ
返
リ
右
腰
の
貝

ヲ
見
セ
ル
〉　

早
ふ
見
せ
て
被
下
い　

夫
レ
〳
〵
〳
〵
〳
〵
ヲ
ヽ
〈
見
な
か
ら
ヨ

ル
〉
ヽ
ヽ
ヽ
　ヽ

何
と
貝
で
〈
直
シ
〉
有
ふ
が
の　

見
事
な
貝
を
付
さ
せ
【
九
ウ
】
ら

れ
た
又
折
〳
〵
は
角
を
出
す
物
じ
や
と
申
て
御
座
る　

何
角
中
〳
〵
〈
正
向
キ　

左
右
ヘ

カ
ヘ
ガ
エ
〉　

角
〳
〵
〳
〵
ム
ヽ
角
も
今
見
す
る
ぞ
〈
ト
フ
リ
返
リ
片
ヒ
ザ
付
キ
鈴
懸
両
手
デ
突

上
ル
〉
早
ふ
見
せ
て
被
下
い
。　

夫
〳
〵
〳
〵
〳
〵
ヲ
ヽ
〈
見
ヨ
ル
〉
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ー　

何
と
〈
直
シ
〉
角
で
有
ふ
が
の
。
見
事
な
角
を
立
【
十
オ
】
て
さ
せ
ら
れ
た 

疑
ひ
も

無
い
蝸
牛
殿
で
御
座
る 

何
卒
私
の
方
へ
来
て
被
下
い　

夫
は
成
ま
い　

夫
は
又
な

ぜ
て
御
座
る
。　

此
頃
は
方
〳
〵
に
蝸
牛
が
流
行
ッ
て
約
束
の
方
が
数
多
有
ニ
依
て
。   

ヱ
イ
行
か
れ
ま
い
。　

で
は
御
座
り
舛
せ
ふ
が
【
十
ウ
】
是
で
御
目
ニ
懸
た
も
定
め

て
他
生
の
縁
で
哉
御
座
り
舛
ふ 

何
卒
私
の
方
へ
来
て
被
下
い　

そ
な
た
が
其
様
に

お
し
や
る
ニ
依
て 

行
ま
い
物
で
も
無
い
が
、
此
蝸
牛
は
。
藪
を
出
て
里
へ
行
ニ
は   

只
は
行
か
れ
ぬ
何
と
し
て
御
供
致
舛
ふ
ぞ　

此
【
十
一
オ
】
蝸
牛
は
囃
子
物
が
好
で

囃
子
物
で
往
た
な
ら
ば
夫
ニ
乗
じ
て
参
ろ
ふ
ぞ　

幸
私
は
囃
子
物
は
得
物
で
御
座
る

何
と
云
て
囃
し
舛
せ
ふ
ぞ
。　

別
ニ
六
ケ
敷
い
事
で
も
無
い
。
雨
も
風
も
吹
か
ぬ
に

出
な
か
ま
打
割
ふ
〳
〵
と
【
十
一
ウ
】
さ
へ
云
へ
ば
身
共
が
で
ん
〳
〵
虫
々
〳
〵
と

云
て
浮
き
に
う
い
て
参
ふ
ぞ　

是
は
近
頃
面
白
そ
う
な
事
で
御
座
る 

先
囃
い
て
見

舛
せ
ふ　

夫
が
能
か
ろ
ふ
ハ
ア
引
〈
扇
ニ
テ
拍
子
打
乍
諷
フ
〉
雨
も
風
も
吹
か
ぬ
に

0

0

0

0

0

0

0

0

。
出0

な
か
ま
打
割
ろ
ふ

0

0

0

0

0

0

0

〳
〵
。
夫
よ
〳
〵
【
十
二
オ
】
う
き
に
浮
い
て
囃
さ
し
め　

ハ
ア

〈
両
人
共
ウ
キ
出
ス
此
時
主
立
ツ
〉［
夫
よ
〳
〵
扨
〳
〵
う
つ
け
た
者
じ
や
］
雨
も
風
も
吹
か

ぬ
に
出
な
か
ま
打
割
ふ
〳
〵
〈（
此
跡
ヘ
舞
一
段
）
〇
印
ヲ
〉　
［
主
］〈
一
ノ
松
〉
最
前
太
郎
冠

者
に
蝸
牛
を
取
り
に
遣
い
て
御
座
る
が
。
い
斯
お
そ
う
御
座
る
ニ
依
て
。
道
迠
見
ニ

参
ろ
ふ
と
存
る
何
を
し
て
居
る
事
じ
や
知
ら
ぬ〈
下
舞
台
へ
入
是
ヲ
見
〉是
は
如【
十
二
ウ
】

何
な
事
あ
れ
に
い
か
目
の
山
伏
と
散
々
浮
れ
て
い
る
太
郎
冠
者
〈
下
諷
の
間
ニ
呼
〉〈
〇

印
ヘ
〉（
仕
手
舞 

一
段
有
）　

ハ
ア
雨
も
風
も
吹
か
ぬ
に

0

0

0

0

0

0

0

0

太
郎
冠
者　

出
な
か
ま
打
わ

0

0

0

0

0

0

ろ0

〳
〵
〈
▲
印
ヲ
（
此
跡
へ
二
段
舞
）〉
ヤ
イ
太
郎
冠
者　
〈
太
郎　

主
ヘ
向
ヒ
〉
ヱ
イ
頼
ふ
だ

御
方
是
の
蝸
牛
を
求
め
て
御
座
る
追
付
是
へ
同
道
致
舛
る［
▲
］（
仕
手
舞 

二
段
目
）

【
十
三
オ
】〈
舞
終
ツ
テ
太
郎
ノ
左
ノ
袖
ヒ
キ
〉［
仕
手
］囃
さ
ぬ
か
い
や
い
〳
〵
ハ
ア 

雨
〈
又

ウ
カ
レ
ル
此
諷
の
間
主
詞
有
〉
も
風
も
吹
か
ぬ
に
出
な
か
ま
打
わ
ろ
〳
〈〵（
此
跡
ヘ
三
段
目
舞
）

△
印
ヲ
〉
是
は
如
何
な
事 

又
浮
か
れ
お
ッ
た
太
郎
冠
者
〳
〵 

ヤ
イ
太
郎
冠
者
〈
太
郎
主

ニ
向
〉
何
事
で
御
座
る 

あ
れ
は
山
伏
で
ま
い
す
じ
や
は
や
い　

す
れ
ば
【
十
三
ウ
】

真
の
ま
い
す
で
御
座
る
か　

中
〳
　〵

夫
な
ら
ば
打
ち
や
く
の
し
て
遣
り
舛
せ
ふ　

夫
が
能
か
ろ
ふ
〈
太
郎
ハ
仕
手
舞
ノ
内
ニ
目
付
ヘ
行
待
居
ル
〉　
〈
△
印
へ
〉（
仕
手
舞
三
段
目
）

　

能
そ
こ
な
人
。
何
事
じ
や
。
此
方
〈
扇
フ
リ
上
ル
〉
最
前
蝸
牛
と
は
お
し
や
れ
共　

山
伏
で
ま
い
す
じ
や
【
十
四
オ
】
げ
な
。
何
ん
の
ま
い
す
で
有
ろ
ふ　

身
共
は
〈
右

手
出
シ
〉
今
の
夫
レ　
〈
ヨ
ル
〉
お
ウ
〈
同
〉
夫
レ　
〈
同
〉
お
ふ　

む
引
し
虫
引
ハ
ア
〈
太

郎
又
ウ
カ
レ
出
ス
〉
雨
も
風
も
吹
か
ぬ
に
出
な
か
ま
打
わ
ろ
〳
〵
。〈（
此
跡
ヘ
四
段
目
舞
）
□

印
〉
是
は
如
何
な
事
又
浮
れ
お
た　

太
郎
冠
者
。
〳
　〵
〈
太
郎
ノ
右
手
引
ヨ
セ
ル
〉
ヤ
イ

太
郎
冠
者【
十
四
ウ
】何
事
で
御
座
る　

あ
れ
は
山
伏
で
ま
い
す
じ
や
と
云
に　

ハ
ヽ

ア
引
す
れ
は
真
の
山
伏
で
御
座
る
か
。
中
〳
〵
此
度
は
両
人
し
て
ち
よ
う
ち
や
く
の

し
て
遣
ろ
ふ
。
夫
か
能
ふ
御
座
り
舛
せ
う　

是
へ
出
い　

心
得
舛
し
た
〈
主
目
付
柱
ヘ

太
郎
次
ヘ
立
〉【
十
五
オ
】〈
□
印
へ
〉（
仕
手
舞
伍
段
目
）　

ヤ
イ
〈
扇
フ
リ
上
〉
己
は
山

伏
で
は
無
い
か
。   
ヤ
イ
己
は
ま
い
す
で
は
無
い
か
。〈
仕
手
両
人
ヲ
ト
ク
ト
見
テ
〉
何
ん
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の
ま
い
す
で
有
ふ　
〈
フ
リ
返
リ
〉
身
共
は
〈
大
臣
ヨ
リ
大
小
前
迄
見
廻
シ
左
手
ニ
ギ
リ　

コ
ブ
シ
〉

此
大
藪
に
年
を
得
た
る
〈
主
ヘ
打
か
へ
り
〉
で
ん
〳
〵
虫
　々
［
主
］〈
ヲ
ド
ロ
キ
一
足
上
リ
〉

是
は
何
と
す
る　
〈
太
郎
ヘ
モ
右
手
同
断
〉
で
ん
〳
〵
虫
々
【
十
五
ウ
】
是
は
〈
同
断
〉
何

と
す
る　
〈
右
手
出
タ
ル
マ
ヽ
〉
で
ん
〳
〵

0

0

0

0

〈
片
シ
ギ
リ
ニ
跡
ジ
サ
リ　

拍
子
〉
む
し
〳
〵

0

0

0

0 

で
ん

0

0

〳
〵
む
し
虫

0

0

0

0

0

〈
両
人
ウ
キ
出
ス
仕
手
笑
乍
〉〈
扨
々
う
つ
け
た
者
じ
や
〉
ハ
ア
雨
も
風
も
吹

か
ぬ
ニ
出
な
か
ま
〈
主
仕
手
ノ
右
ヘ
廻
リ
太
郎
ノ
跡
ヘ
付
〉
打
わ
ろ
ふ
〳
　〵

で
ん
〳
〵
虫

〳
　〵

ハ
ア
引
〈
太
郎
仕
手
ノ
左
ヘ
廻
リ
仕
手
ノ
跡
ヘ
付
リ
〉
雨
も
風
も
吹
か
ぬ
に
出
な
か
ま

打
わ
ろ
〳
　〵

で
ん
〳
〵
虫
々
〈
三
人
カ
タ
シ
ギ
リ
ニ
テ
入
ル　

形
ハ
記
ス
〉【
十
六
オ
】
〴

　〵
［
両
人
］
ハ
ア
雨
も
風
も
吹
か
ぬ
に
出
な
か
ま
打
わ
ろ
〳
〵
〈
幕
ヘ
入
〉

〈
ス
ベ
テ
太
郎
か
諷
の
間
仕
手
モ
ウ
キ
乍
夫
よ
〳
〵
（
笑
）
扨
〳
〵
う
つ
け
た
物
じ

や
等
云
べ
し
太
郎
も
仕
手
ノ
間
夫
ヨ
〳
〵
と
云
べ
し
〉

［
仕
手
］

　

一
厚
板　
　
　
　
　

一
常
水
衣

　

一
狂
言
袴
ク
ヽ
リ　

一
鈴
懸

　

一
と
巾　
　
　
　
　

一
草
の
実
ヅ
ヽ

　

一
ほ
ら
貝　

穂
付　

一
腰
帯

　

一
小
刀

［
主
］

　

一
長
上
下　

出
立

［
太
郎
］

　

一
半
上
下　

出
立
【
十
六
ウ
】

茂
山
社

橋
本
治
夫　
　
　
　

【
裏
表
紙
】

　
　
　

翻
刻
『
神
鳴
』

大
蔵
流　

神
鳴　

六
義　

橋
本
治
夫
【
表
紙
】

大
正
十
四
年
八
月

ア
ド　

医
師
【
見
返
し
】

　
　

神
鳴

次
第　

薬
種
も
持
た
ぬ
藪
く
す
し
〳
〵
き
わ
た
や
頼
み
な
る
ら
ん
是
は
都
に
住
居
致

す
医
師
で
御
座
る 

此
頃
は
都
に
典
薬
の
頭
抔
と
申
て
上
手
な
醫
師
が
数
多
御
座
る

ニ
依
て
我
等
如
き
の
藪
く
す
し
に
は
脈
も
取
ら
せ
舛
せ
ぬ
【
一
オ
】
承
れ
ば
吾
妻
は

医
師
が
ふ
ッ
て
い
な
と
申
舛
ニ
依
て
只
今
よ
り
吾
妻
へ
下
ふ
と
存
る 

先
そ
ろ
り

〳
〵
と
参
ふ 

イ
ヤ
誠
ニ
皆
人
は
花
の
都
へ
〳
〵
と
登
ら
せ
ら
る
ゝ
に
某
は
花
の
都

を
振
捨
て
吾
づ
ま
へ
下
る
と
申
は
近
頃
本
意
無
け
れ
共
渡
世
の
事
な
れ
ば
是【
一
ウ
】

非
も
無
い
事
で
御
座
る 

イ
ヤ
是
は
眇
〳
〵
と
し
た
廣
い
野
へ
出
た
が
是
は
何
と
云

の
じ
や
知
ら
ぬ　

ハ
ヽ
ア
引
此
当
り
迠
参
れ
ば
俄
に
空
が
か
き
曇
り 

其
上 

上
が
鳴

る
様
な
ピ
ッ
カ
リ　

ア
ヽ
桑
原
〳
〵
此
様
な
所
に
長
居
は
無
用
じ
や 

少
し
も
里
近

く
へ
参
ふ 

何
卒
里
【
二
オ
】
へ
出
る
迠
何
事
も
無
け
れ
ば
能
ふ
御
座
る
が　

ピ
ッ

カ
リ
〳
〵
ガ
ラ
リ
〳
〵
ア
ヽ
恐
敷
や
桑
原
〳
〵
〳
〵
ピ
ッ
カ
リ
ガ
ラ
リ
〳
〵
〳
〵
ど

う
〳
〵
〳
〵
桑
原
〳
〵
〳
〵
あ
痛
〳
〵
ハ
ヽ
ア
け
ふ
は
心
面
白
ふ
鳴
渡
た
が
チ
ト
風

ト
雲
間
を
は
づ
い
て
此
様
な
廣
い
ひ
よ
う
〳
〵
と
し
た
野
へ
落
た
当
り
【
二
ウ
】
に

か
け
上
る
木
も
無
し　

是
は
先
何
と
致
そ
ふ　

ヤ
イ
夫
に
居
る
は
何
物
じ
や　

是
は

い
し
で
御
座
る　

何
じ
や 

石
じ
や　

ハ
ア
石
が
物
を
云
か 

イ
ヤ
人
間
の
病
を
な
を

す
醫
師
で
御
座
る　

ム
ヽ
す
れ
ば
藪
医
者
か 

左
様
で
御
座
る
身
共
は
又
雷
じ
や
い

橋
本

之
印
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や
い　

ハ
ア
【
三
オ
】
は
い
も
う
致
い
て
御
座
る　

け
ふ
は
心
面
白
う
鳴
渡
た
が
フ

ト
風
と
雲
間
を
は
す
い
て
此
所
へ
落
腰
の
骨
を
し
た
ゝ
か
に
打
た　

汝
人
間
の
病
を

な
を
す
く
す
し
な
ら
ば
そ
れ
が
し
の
療
治
を
せ
い　

イ
ヤ
私
は
是
迄
人
間
の
病
を
な

を
い
て
は
御
座
れ
共
未
だ
御
雷
の
療
治
を
【
三
ウ
】
致
た
事
が
御
座
ら
ぬ　

己
人
間

の
雷
の
と
其
連
を
云
て
せ
す
ば
引
さ
い
て
呉
う　

ア
イ
タ
〳
〵
〳
〵
ア
ヽ
致
舛
る

〳
〵
。
早
ふ
せ
い
、
夫
な
ら
ば
先
御
脈
を
取
舛
せ
ふ
脈
と
は　

惣
じ
て
人
間
の
脈
は

左
右
の
手
で
見
舛
る
が
御
雷
の
脈
は
頭
脈
と
申
て
頭
て
取
【
四
オ
】
事
で
御
座
る　

己
夫
程
能
う
知
て
居
乍
サ
ア
〳
〵
早
ふ
見
て
呉
い
畏
て
御
座
る　

必
ひ
か
ら
せ
ら

る
ゝ
な
ヲ
ヽ
ひ
か
る
事
で
は
無
い　
（
脈
を
取
る
）
何
と
す
る
。　

ハ
ア
殊
の
外
の

邪
気
で
御
座
る　

其
上
御
雷
ニ
は
御
持
病
と
中
疾
が
御
座
る　

ヲ
ヽ
中
風
〳
〵
随
分

と
落
る
事
じ
や
に
【
四
ウ
】
依
て
中
風
も
有
ふ　

サ
ア
〳
〵
早
な
を
い
て
呉
い　

扨

宿
元
な
ら
ば
能
い
御
薬
も
数
多
御
座
れ
共
途
中
の
事
で
御
座
る
に
依
て
針
を
せ
ね
ば

成
舛
せ
ぬ
。　

針
と
は
是
で
御
座
る
。　

夫
を
何
と
す
る
是
を
痛
む
所
へ
立
舛
る　

い
か
な
〳
〵
其
様
ナ
恐
敷
い
物
か　

何
と
し
【
五
オ
】
て
受
ら
る
ゝ
物
か　

人
間
で

さ
へ
受
舛
に
。
御
雷
が
受
さ
せ
ら
れ
い
で
は
チ
ト
御
非
怯
に
御
座
ろ
ふ
ム
ヽ
人
間
で

さ
へ
受
る
物
を
。
身
共
じ
や
と
て
受
ら
れ
ぬ
事
も
有
ま
い
夫
な
ら
ば
病
ま
ぬ
様
に
立

い　

畏
て
御
座
る
先
御
よ
こ
に
成
ら
せ
ら
れ
い
。　

心
得
た
。
ヱ
イ
【
五
ウ
】
〳
〵

ヤ
ッ
ト
ナ　

サ
ア
〳
〵
早
ふ
立
い
必
鳴
ら
せ
ら
る
ゝ
な　

ヲ
ヽ
鳴
る
事
で
は
無
い
早

ふ
立
い　

此
辺
り
で
御
座
る
か
。　

ヲ
ヽ
其
當
り
じ
や
此
辺
り
で
御
座
る
か
。
ヲ
ヽ

其
當
り
じ
や
。立
舛
る
ぞ　

早
ふ
立
い
ク
ワ
ッ
シ
〳
〵
〳
〵
あ
痛
〳
〵
〳
〵
。ク
ワ
ッ

シ
〳
〵
〳
〵
あ
痛
〳
〵
〳
〵
早
【
六
オ
】
ぬ
け
〳
〵
〳
　〵

只
今
ぬ
き
舛
ぞ
あ
い

た
〳
〵
〳
〵
其
様
に
動
か
せ
ら
る
ゝ
と
針
が
ま
が
り
舛
る　

早
ふ
取
れ
〳
〵
〳
〵

　

只
今
ぬ
き
舛
る
ぞ
ヤ
ッ
ト
ナ　

あ
痛
〳
〵
〳
　〵

扨
何
と
で
御
座
る
。　

ム
ヽ
大

分
心
持
能
ふ
成
た
。　

夫
な
ら
ば
こ
ち
ら
へ
も
立
舛
せ
ふ
。　

最
早
い
や
【
六
ウ
】

じ
や　

イ
ヤ
留
針
と
申
事
を
せ
ね
ば
成
舛
せ
ぬ　

夫
な
ら
ば
今
の
様
に
痛
ま
ぬ
様
に

立
い
畏
て
御
座
る　

此
方
も
又
今
の
様
に
動
か
せ
ら
れ
て
は
針
が
ま
が
り
舛
る
程
に

必
動
か
せ
ら
る
ゝ
な
ヲ
ヽ
動
く
事
で
は
無
い　

又
御
横
に
成
ら
せ
ら
れ
い　

心
得
た

【
七
オ
】
ヱ
イ
〳
〵
ヤ
ッ
ト
ナ
。
サ
ア
〳
〵
早
ふ
立
い
心
得
舛
し
た　

必
ひ
か
ら
せ

ら
る
ゝ
な
ヲ
ヽ
ひ
か
る
事
で
は
無
い　

早
ふ
立
い
此
辺
り
で
御
座
る
か　

ヲ
ヽ
其
辺

り
じ
や　

此
辺
り
で
御
座
る
か
。
ヲ
ヽ
其
辺
り
じ
や 

立
舛
る
ぞ　

早
ふ
立
い　

ク
ワ
ッ
シ
〳
〵
〳
〵
〳
〵
。
あ
い
た
〳
〵
〳
〵
早
取
れ
〳
〵
〳
〵
。【
七
ウ
】
其
様

に
動
か
せ
ら
れ
て
は
針
が
ま
が
り
舛
る
今
取
舛
る
ぞ 

早
と
れ
〳
〵
〳
〵
ヤ
ッ
ト
ナ
。

あ
い
た
〳
〵
〳
〵
。　

扨
何
と
で
御
座
る
。　

ム
ヽ
殊
の
外
楽
に
成
た　

夫
な
ら
ば

立
て
見
さ
せ
ら
れ
い　

心
得
た　

慮
外
乍
ら
手
を
取
て
く
れ
い　

畏
て
御
座
る　

サ

ア
立
せ
ら
れ
い
。
ヱ
ヽ
【
八
オ
】
靜
に
せ
い　

エ
イ
〳
〵
ヤ
ッ
ト
ナ
何
と
立
舛
し
た

か
。
ま
ん
ま
と
立
た
荒
嬉
し
や
更
は
天
乗
致
ふ　

ア
ヽ
申
先
待
せ
ら
れ
い　

何
と
待

と
は　

か
わ
り
を
置
て
行
せ
ら
れ
い　

替
り
と
は　

惣
じ
て
人
間
の
病
を
な
を
し
舛

れ
ば
夫
〳
〵
薬
礼
を
呉
舛
る
お
雷
【
八
ウ
】
に
も
何
卒
薬
礼
を
被
下
い　

是
は
尤
じ

や
が
今
も
言
通
り
フ
ト
風
と
雲
間
を
は
ず
い
て
落
た
事
じ
や
ニ
依
て
何
も
持
合
さ
ぬ

　

許
い
て
呉
い　

イ
ヤ
私
も
是
で
渡
世
致
す
者
の
事
で
御
座
る
ニ
依
て
是
非
共
薬
礼

を
下
さ
れ
い　

扨
〳
〵
是
は
苦
々
敷
イ
事
じ
や
喝
【
九
オ
】
鼓
を
遣
れ
ば
不
自
由
也

　

此
撥
を
取
ら
せ
ふ　

イ
ヤ
ば
ち
も
結
構
ニ
ハ
御
座
れ
共
や
は
り
御
足
が
ほ
し
う
御

座
る　

扨
〳
〵
苦
〳
〵
敷
い
事
じ
や
是
は
先
何
と
致
そ
ふ　

能
い
〳
〵
そ
ち
の
所
を

云
て
置
け
。
近
日
夕
立
の
節
落
て
礼
ニ
行
う　

イ
ヤ
夫
ニ
は
猶
〳
〵
迷
惑
に
御
座
る

【
九
ウ
】
能
い
〳
〵
惣
し
て
人
間
と
申
者
は
夫
〴
〵
望
の
有
物
じ
や
が
汝
は
何
も
望

は
無
い
か
。　

夫
な
ら
ば
雨
風
は
御
雷
の
御
自
由
に
成
舛
る
か　

ヲ
ヽ
降
そ
ふ
と
て

ら
そ
ふ
と
身
が
侭
じ
や　

夫
な
ら
ば
。
此
頃
人
間
は
旱
損
の
と
申
て
は
薬
礼
を
呉
ず

又
水
損
の
と
申
て
は
薬
礼
【
十
オ
】
を
呉
舛
せ
ぬ
ニ
依
て
此
後
は
旱
損
水
損
の
無
い

様
に
護
て
被
下
い
。　

夫
は
一
心
安
い
事
じ
や
し
て
毎
迠
護
て
取
ら
せ
ふ
ぞ　

毎
迠

も
守
て
被
下
い　

其
様
ニ
限
り
の
無
い
事
は
成
ら
ぬ　

一
年
か
二
年
護
て
取
ら
せ
ふ
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か　

イ
ヤ
申
一
年
二
年
は
夢
の
間
で
【
十
ウ
】
御
座
る　

何
卒
萬
々
年
が
間
守　

イ

ヤ
〳
〵
其
様
に
夥
敷
は
成
ら
ぬ
能
い
〳
〵
某
が
心
得
を
持
て
八
百
年
が
間
護
て
取
ら

せ
ふ　

夫
は
有
難
ふ
御
座
る　

迚
も
み
事
ニ
汝
を
典
薬
頭
に
祝
て
取
ら
せ
ふ
。
猶
〳

〵
で
御
座
る　

此
由
目
出
度
舞
上
り
に
致
そ
ふ　

夫
は
【
十
一
オ
】
と
も
角
で
御
座

る
。
降
つ
照
ひ
つ

0

0

0

0

0

〳
〵
八
百
年
が
其
間
旱
損
水
損
も
あ
る
ま
じ
や
。
御
身
ハ
薬
師
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

00

0

0

0

0

0

0

化
現
か
や

0

0

0

0　

中
風
を
な
を
す

0

0

0

0

0

0

。
く
す
し
を

0

0

0

0

。
典
薬
の
頭
と
《
下
》
言
す
て
て

0

0

0

0

0000



0

0

0

0

。
又
鳴

0

0

神
は
上
り
け
り
〳
〵

0

0

0

0

0

0

0

0　

ピ
ッ
カ
リ
ガ
ラ
リ
〳
〵
〳
〵

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

【
十
一
ウ
】

ア
ヽ
桑
原
〳
〵
〳
〵
〳
〵
。

一
雷
面　
　
　

一
赤
頭

　
　

武
悪
と
て
も

一
厚
板　
　
　

一
下
袴

一
脚
伴　
　
　

一
法
被

　
　
　
　
　
　
　
　

厚
板
肩
折
ニ
テ
モ

一
喝
鼓　
　
　

一
腰
帯

　
　
　

バ
チ
共

一
能
力
頭
巾　

一
変
哲

一
小
島
着
附　

一
狂
言
袴

一
無
地
腰
帯　

一
扇
子

一
針

　

【
十
二
オ
】

茂
山
社
中

橋
本
治
夫　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
裏
表
紙
】

　
　
　

翻
刻
『
縄
綯
』

［
内
神
文
小
名
狂
言
］

大
蔵
流

　

縄
な
い　

六
義

　
　
　
　
　
　
　

橋
本
治
夫　
【
表
紙
】

　
　

な
わ
な
い

扨
私
が
此
縄
を
綯
舛
る
内
に
誰
殿
の
内
の
様
子
を
話
い
て
聞
か
せ
舛
ふ
夫
が
能
か
ろ

ふ　
　

惣
じ
て
人
に
は
そ
ふ
て
見
よ
馬
ニ
は
乗
て
見
よ
【
一
オ
】
と
申
舛
る
が
ア
ノ

誰
殿
と
云
人
は
根
性
の
悪
敷
人
で
御
座
る
此
後
は
御
付
合
は
ふ
つ
〳
〵
と
御
無
用
に

成
た
が
能
ふ
御
座
り
舛
ふ　

夫
は
又
な
ぜ
に
先
私
が
あ
れ
へ
参
る
や
参
ら
ぬ
に
ヤ
イ

太
郎
冠
者
そ
ち
の
来
る
を
待
て
い
た
と
申
さ
れ
舛
る　

イ
ヤ
何
か
ら
は
存
舛
せ
ぬ
が

是
へ
御
文
が
参
て
御
座
る
と
【
一
ウ
】
申
て
差
出
舛
る
と
文
迠
ニ
も
及
ば
ぬ
事
を
扨

〳
〵
念
の
入
た
事
じ
や
サ
ア
〳
〵
斯
通
れ
と
申
さ
れ
舛
る
私
も
合
点
の
行
か
ぬ
事
と

存
じ
御
返
事
で
も
御
座
ら
ば
承
て
参
舛
る
と
申
て
御
座
れ
ば
ア
ヽ
す
れ
ば
そ
ち
は
何

を
も
知
ら
ぬ
か　

何
を
も
存
舛
せ
ぬ
。
夫
な
ら
ば
有
様
を
云
て
聞
か
せ
ふ
【
二
オ
】

有
様
は
そ
ち
の
頼
ふ
だ
者
と
例
の
一
勝
負
し
た
れ
ば
某
の
仕
合
が
能
ふ
て
金
銀
は
申

ニ
及
ば
ず
汝
迠
も
打
勝
た
け
ふ
よ
り
し
て
は
某
が
方
の
太
郎
冠
者
じ
や
程
に
そ
ふ
心

得
と
申
さ
れ
舛
る　

然
で
私
も
イ
ヤ
左
様
な
事
な
れ
ば
頼
ふ
だ
者
が
何
と
か
申
舛
ふ

物
を
何
共
承
は
ら
ず
【
二
ウ
】
に
参
り
舛
た
に
依
て
往
て
問
て
参
り
舛
せ
ふ
と
申
て

橋
本

氏
蔵

橋
本

氏
蔵
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御
座
れ
ば
ア
ヽ
こ
り
や
〳
〵
行
に
は
及
ば
ぬ　

そ
ち
は
頼
ふ
だ
物
の
手
跡
を
知
て
い

る
で
有
ふ
如
何
に
も
存
て
居
舛
る
。　

夫
な
ら
ば
是
へ
寄
て
と
く
と
見
よ
鳥
目
の
か

わ
り
一
太
郎
冠
者
を
進
じ
候
と
申
て
此
方
の
御
文
を
見
せ
ら
れ
舛
る
【
三
オ
】
私
も

そ
ば
へ
寄
て
見
舛
る
と
疑
ひ
も
無
い
此
方
の
御
手
跡
で
御
座
る
私
も
最
早
是
非
も
無

い
事
と
存
じ
私
は
奉
公
人
の
事
で
御
座
る
ニ
依
て
何
れ
で
御
奉
公
致
す
も
同
じ
事
で

御
座
る
つ
ふ
と
不
調
法
者
で
は
御
座
れ
共
随
分
御
目
永
ニ
遣
ふ
て
被
下
と
申
て
御
座

れ
ば
ヲ
ヽ
夫
【
三
ウ
】
は
能
い
心
懸
じ
や
随
分
目
を
懸
て
遣
ふ
て
や
ろ
ふ
ぞ
扨
奉
公

人
の
只
居
る
と
云
は
悪
敷
物
し
や
早
速
乍
山
一
ツ
あ
な
た
へ
遣
に
行
け
イ
ヤ
申
し
山

一
ツ
あ
な
た
へ
使
に
ゆ
け
で
御
座
る　

定
て
往
た
で
有
ふ
能
ふ
参
舛
ふ
ぞ
私
は
持
病

に
脚
気
が
御
座
て　

山
坂
抔
へ
は
【
四
オ
】
馬
上
で
無
く
ば
得
参
り
舛
ぬ
と
申
て
御

座
れ
ば
馬
上
で
行
な
ら
ば
身
共
が
行
く
夫
な
ら
ば
内
に
居
て
縄
を
綯
へ
イ
ヤ
申
此
得

物
の
縄
を
綯
で
御
座
る　

嘸
綯
た
で
有
ふ　
（
笑
）
能
ふ
綯
舛
せ
ふ
ぞ
私
は
終
に
縄

抔
綯
た
事
は
御
座
ら
ぬ
と
申
て
御
座
れ
ば
そ
ち
は
【
四
ウ
】
縄
は
得
物
じ
や
と
聞
た

か　

イ
ヤ
モ
つ
う
ッ
と
不
調
法
で
た
ま
〳
〵
な
へ
ば
左
り
縄
で
な
ん
の
御
役
に
も
立

ま
せ
ぬ
と
申
て
御
座
れ
ば　

何
は
成
ら
ぬ
か
は
成
ら
ぬ
と
奉
公
人
の
只
い
る
と
云
事

が
有
物
か
夫
な
ら
ば
内
に
い
て
水
を
汲
と
申
さ
れ
舛
私
も
む
か
と
致
し
舛
た【
五
オ
】

に
依
て
能
ふ
誰
殿
此
太
郎
冠
者
は
賎
敷
い
御
奉
公
は
致
せ
終
に
水
抔
汲
だ
事
は
御
座

ら
ぬ
と
申
て
御
座
れ
ば
夫
な
ら
ば
最
早
能
い
わ
い
や
い　

果
能
ふ
御
座
ら
い
で
何
の

役
に
も
立
た
ゝ
ぬ
奴
す
込
ふ
で
い
よ　

ア
引
（
笑
）
惣
じ
て
人
は
門
出
が
大
事
じ
や

と
申
舛
る
が
【
五
ウ
】
殊
の
外
腹
を
立
て
出
て
行
か
れ
舛
た
が
扨
は
此
方
の
お
御
仕

合
と
申
者
で
御
座
る　

其
通
り
じ
や
（
笑
）
扨
も
私
も
御
臺
所
に
つ
ッ
く
り
と
し
て

お
り
當
り
の
様
子
を
見
廻
し
舛
る
と
誰
殿
も
以
前
は
随
分
勝
手
能
ふ
暮
さ
れ
た
と
見

へ
て
家
居
も
つ
き
〴
〵
敷
ふ
竈
の
【
六
オ
】
数
も
多
御
座
る
が
チ
ト
身
代
が
ま
わ
ッ

た
と
見
へ
舛
て
釜
の
下
は
毎
ひ
を
焚
た
事
や
ら
皆
々
蜘
の
巣
計
で
御
座
る
（
笑
）
其

上
貧
敷
い
中
へ
ど
う
で
も
夫
婦
中
が
能
い
と
見
へ
て
夥
敷
い
子
せ
が
れ
が
御
座
ツ
て

あ
れ
は
ど
う
で
も
年
子
と
見
へ
舛
て
如
【
六
ウ
】
何
様
拾
二
三
を
頭
と
致
し
七
八
人

も
御
座
ろ
ふ
か
あ
そ
こ
の
角
か
ら
ニ
ヨ
ロ
リ
こ
ち
ら
の
角
か
ら
も
ニ
ヨ
リ
〳
〵
〳
〵

と
出
て
参
り
舛
し
て
何
が
遣
ひ
付
け
ぬ
人
を
遣
ふ
事
な
れ
ば
爰
へ
は
湯
を
呉
い
か
し

こ
へ
は
茶
を
呉
い
水
を
呉
い
と
申
舛
る
夫
を
夫
〳
〵
あ
て
が
い
舛
る
と
ヤ
イ
某
は

【
七
オ
】
茶
と
云
た
に
水
を
呉
た
湯
と
云
た
に
み
ず
を
呉
た
あ
つ
う
て
舌
を
焼
た
ぬ

る
ふ
て
む
せ
た
。
ア
ヽ
あ
の
大
勢
の
子
忰
に
せ
び
ら
か
さ
れ
う
物
な
れ
ば
百
年
の
寿

命
も
一
日
と
縮
る
と
申
物
で
御
座
る
（
笑
）
定
て
そ
ふ
で
有
ふ
扨
皆
蜘
の
子
ち
ら
す

如
く
に【
七
ウ
】ど
れ
へ
や
ら
参
り
舛
た
ニ
依
て
私
計
又
造
り
と
し
て
お
り
舛
る
と
。

奥
の
方
か
ら
山
鳩
の
う
め
く
様
な
呼
立
し
て
太
郎
冠
者
〳
〵
と
申
て
呼
者
が
御
座
る

誰
が
呼
か
と
存
じ
後
を
斯
う
振
向
ひ
て
見
舛
る
イ
ヤ
申
誰
殿
の
御
内
儀
が
出
ら
れ
舛

て
御
座
る　

何
御
内
儀
が
【
八
オ
】
中
〳
〵
あ
の
御
内
儀
は
殊
の
外
の
美
人
で
人
ニ

逢
さ
ぬ
と
聞
た
が
何
美
人
〳
〵
〳
〵
〳
〵
（
笑
）
あ
れ
は
美
人
で
無
ふ
て
し
ッ
か
い

鬼
人
じ
や
（
笑
）
先
㒵
の
形
ち
を
申
そ
ふ
な
ら
ば
ひ
た
ひ
は
前
へ
ヒ
ヨ
イ
と
出
て
目

は
ど
ん
ぐ
り
目
で
口
は
耳
ぜ
ゝ
迠
く
わ
ッ
と
さ
け
て
御
座
に
【
八
ウ
】
て
夫
へ
紅
を

さ
し
た
所
は
猿
が
人
を
喰
た
様
な
（
笑
）
其
上
鼻
は
有
た
か
無
か
た
お
ゝ
夫
〳
〵
く

る
菓
を
二
ツ
に
ポ
ン
と
磍磍
た
様
な
物
が
鼻
と
思
敷
所
に
チ
ヨ
ン
ボ
リ
（
笑
）
其
上
気

の
病
で
も
わ
ず
ら
わ
れ
た
と
見
へ
舛
て
如
何
様
物
に
た
と
へ
て
申
そ
ふ
な
ら
ば
【
九

オ
】
鼠
の
尾
な
ら
程
も
御
座
ろ
ふ
か
。
か
へ
る
の
尾
程
な
ら
で
は
無
い
シ
ヨ
ボ
〳
〵

と
し
た
髪
を
く
る
〳
〵
と
巻
て
こ
う
が
い
ま
げ
（
笑
）
扨
又
𥍚𥍚
い（

（
（

所
へ
け
わ
い
粧
化

を
召
さ
れ
た
所
し
ッ
か
い
鴨
瓜
が
夕
立
に
逢
た
様
な
（
笑
）
ア
ヽ
何
共
見
苦
敷
面
で

御
座
る
其
上
あ
れ
は
と
う
で
も
誰
【
九
ウ
】
殿
の
血
の
餘
り
と
見
へ
舛
て
稚
い
を
懐

い
て
出
ら
れ
舛
し
て
ヤ
イ
太
郎
冠
者
奉
公
人
の
只
い
る
と
云
事
が
有
物
か
此
子
の
護

を
せ
い
と
云
わ
れ
舛
る
私
も
迷
惑
な
事
と
存
じ
只
今
迠
の
頼
だ
者
に
は
稚
い
が
御
座

ら
ぬ
に
依
て
終
に
御
子
様
の
御
守
を
致
た
【
十
オ
】
事
が
御
座
ら
ぬ
と
申
て
御
座
れ

ば
。
己
子
の
守
を
せ
ぬ
の
す
る
の
と
云
事
が
有
物
か
泣
か
ぬ
様
に
守
を
せ
よ
と
申
て



14

日本女子大学大学院文学研究科紀要　第 31 号

私
へ
其
子
を
突
付
て
侭
奥
へ
這
入
ら
る
ゝ
後
姿
を
見
て
御
座
れ
ば　

。
そ
の
ま
ゝ
の

た
て
う
す
へ
こ
も
を
巻
た
様
な
（
笑
）
其
上
あ
れ
【
十
ウ
】
は
ど
う
で
も
左
の
足
が

長
い
か
但
右
の
足
が
短
い
か
片
や
へ
チ
ン
ガ
リ
〳
〵
〳
〵
（
笑
）
其
侭
奥
へ
は
い
ら

れ
舛
た
に
依
て
私
も
其
子
を
斯
け
ん
上
物
を
見
る
様
に
抱
上
て
見
舛
る
と
惣
じ
て
稚

い
子
は
愛
ら
敷
い
所
が
御
座
る
が
能
ふ
御
内
儀
に
似
ら
れ
舛
し
て
。
さ
【
十
一
オ
】

計
憎
躰
な
面
付
で
御
座
り
し
。
頭
ニ
は
何
や
ら
物
が
一
盃
出
来
て
御
座
て
尺
八
の
様

な
青
ば
な
を
二
本
た
ら
り
と
流
し
さ
も
む
さ
く
ろ
敷
ふ
育
て
御
座
る
が
匠
は
稚
い
者

で
御
座
る
私
の
㒵
を
見
て
は
ニ
コ
リ
〳
〵
と
笑
舛
る
。
其
笑
い
㒵
を
見
れ
ば
腹
が

【
十
一
ウ
】立
て
〳
〵
成
舛
せ
ぬ
ニ
依
て
片
屋
へ
つ
れ
て
参
り
股
を
ふ
つ
り
と
つ
め
ッ

て
御
座
れ
ば
い
や
も
泣
ふ
事
か
泣
ま
い
事
か
ワ
ア
〳
〵
〳
〵
と
言
て
泣
舛
る
其
泣
聲

が
奥
へ
聞
へ
て
は
成
ま
い
と
存
じ
お
ふ
〳
〵
い
と
し
の
和
子
を
誰
が
〳
〵
と
申
て
御

座
れ
ば
又
ニ
コ
【
十
二
オ
】
リ
〳
〵
と
笑
舛
る
其
笑
ふ
㒵
を
見
れ
ば
腹
が
立
て
〳
〵

成
舛
せ
ぬ
ニ
依
て
此
度
は
裏
口
へ
連
て
出
て
に
ぎ
り
こ
ぶ
し
を
以
て
頭
を
く
わ
ッ
し

と
叩
ひ
て
御
座
る
れ
ば
又
ワ
ア
〳
〵
〳
〵
と
云
て
泣
舛
る
泣
け
ば
す
か
し
笑
へ
は
叩

〳
〵
叩
ひ
て
〳
〵
彼
誰
殿
の
思
ひ
【
十
二
ウ
】
を
此
小
忰
へ
持
て
参
て
御
座
れ
ば
其

泣
く
聲
が
奥
へ
聞
へ
た
と
見
へ
舛
て
彼
ひ
よ
ッ
と
ぬ
け
の
夜
沙
が
飛
て
出
て
ヤ
イ
引

太
郎
冠
者
秘
蔵
の
子
を
な
ぜ
泣
し
お
た
と
云
わ
れ
舛
る
ニ
依
て
イ
ヤ
最
前
も
申
通
り

是
迠
の
頼
ふ
だ
物
ニ
は
御
子
さ
ま
が
【
十
三
オ
】
御
座
ら
ぬ
程
に
御
子
さ
ま
の
御
守

を
仕
付
た
事
が
御
座
ら
ぬ
ニ
依
て
定
め
て
人
見
知
り
を
被
成
た
物
で
御
座
ろ
ふ
と
云

て
御
座
れ
ば
イ
ヤ
〳
〵
其
子
ニ
限
て
人
見
は
せ
ぬ
己
の
守
の
仕
様
の
悪
敷
い
の
じ
や

こ
ち
へ
お
こ
し
お
ろ
と
云
て
其
子
を
引
た
く
ッ
て
私
【
十
三
ウ
】
を
ね
め
ら
れ
た
其

時
の
其
㒵
は
其
侭
の
鬼
瓦
で
御
座
る
何
ん
の
鬼
瓦
。
ハ
ア
是
は
能
ふ
御
出
被
成
舛
た

　

何
能
ふ
御
出
被
成
舛
し
た
己
能
ふ
も
〳
〵
某
が
女
共
の
悪
口
を
仕
お
ッ
た
な
〳
〵

ア
ヽ
イ
ヤ
あ
れ
は
お
隣
り
の
御
内
儀
の
事
で
御
座
る
【
十
四
オ
】
其
上
秘
蔵
の
忰
を

能
ふ
も
〳
〵
打
擲
し
お
ッ
た
な
〳
〵
。
ア
ヽ
イ
ヤ
あ
れ
も
お
隣
の
稚ワ

コ児
様
の
事
で
御

座
れ
此
方
の
子
忰
奴
で
は
御
座
ら
ぬ（
笑
）未
だ
其
連
な
事
を
言
ふ
己
ど
ち
へ
行
ぞ
。

ア
ヽ
許
ひ
て
被
下
い
〳
〵
〳
〵
ア
ノ
横
着
者
誰
そ
捕
て
呉
ひ
遣
る
【
十
四
ウ
】
ま

い
ぞ
〳
〵
〳
〵
〳
〵

一
半
上
下
出
立

一
長
上
下
出
立

一
長
上
下
出
立

一
晒
布
壱
丈
二
尺
縄
に
よ
る

一
奉
書
一
枚
【
後
見
返
】

茂
山
社
中

橋
本
治
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
後
表
紙
】

　
　
　

翻
刻
『
金
津
』

大
蔵
流

　

金
津　

六
義

　
　
　
　
　
　
　

【
表
紙
】

　
　
　
　
　
　
　

大
正
十
五
年
六
月

　
　

親

　
　
　
　
　
　
　

【
見
返
し
】

も
チ
ト
下
心
有
て
の
事
で
御
座
る
先
金
法
師
を
呼
出
し
申
付
ふ
と
存
る
イ
ヤ
能
〳
〵

橋
本

氏
蔵
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金
法
師
お
り
や
る
か
居
さ
し
舛
る
か
。　

呼
せ
ら
る
ゝ
は
何
事
で
御
座
る
。　

チ
ト

用
の
事
か
有
先
斯
通
さ
し
め
。　

心
得
舛
し
た　

扨
そ
な
た
を
呼
出
す
は
別
成
事
で

も
【
一
オ
】
無
片
田
舎
の
者
に
。
御
地
蔵
を
一
躰
作
て
遣
ふ
約
束
を
し
た
程
に
和
御

料
地
蔵
ニ
成
て
く
れ
さ
し
め
。　

畏
て
は
御
座
れ
共
あ
ち
へ
往
た
な
ら
ば
戻
ら
る
ゝ

事
は
成
舛
る
ま
い
。　

夫
は
気
遣
下
さ
る
な
能
時
分
ニ
某
が
迎
ひ
に
い
て
。
連
て
戻

ふ
ぞ　

其
儀
な
ら
ば
【
一
ウ
】
参
り
舛
ふ
が
私
か
ほ
し
い
物
を
被
下
る
ゝ
か　

ヲ
ゝ

何
成
共
ほ
し
い
物
を
遣
ふ
が
何
が
ほ
し
い
ぞ
。　

弁
慶
の
人
形
が
ほ
し
う
御
座
る
。   

安
い
事
弁
慶
の
人
形
を
遣
ふ
も
う
無
い
か
。　

ゑ
の
こ
ろ
を
も
こ
ふ
て
被
下
い
。　

中
〳
〵
ゑ
の
こ
ろ
を
も
こ
ふ
て
遣
ふ
程
に
先
是
【
二
オ
】
寄
て
身
拵
を
さ
し
め　

畏

て
御
座
る　

先
此
頭
巾
を
着
さ
し
め　

心
得
舛
た　

衣
を
も
お
着
や
れ　

畏
て
御
座

る　

此
尺
杖
を
も
か
た
げ
て
行
か
し
め
。　

心
得
舛
し
た　

一
段
と
能
ふ
お
り
や
る

立
し
め
。　

畏
て
御
座
る　

中
〳
〵
能
ふ
お
り
【
二
ウ
】
や
る
追
付
て
因
幡
堂
へ
往

ふ
サ
ア
〳
〵
お
り
や
れ
〳
　〵

参
舛
る
〳
　〵

扨
あ
ち
へ
往
た
な
ら
ば
定
て
是
〳
〵

の
物
を
備
る
で
有
ふ
が
必
ら
ず
喰
し
舛
な　

畏
て
御
座
る
。　

其
上
物
を
云
ま
い
ぞ   

心
得
舛
た
。　

イ
ヤ
何
か
と
云
内
早
因
幡
堂
じ
や
先
夫
ニ
待
し
め
。【
三
オ
】
畏
て

御
座
る　

扨
是
に
腰
を
か
け
さ
し
め　

心
得
舛
し
た　

能
時
分
ニ
迎
に
行
程
に
必
ず

物
を
云
ま
い
ぞ　

何
が
扨
畏
て
御
座
る
必
ず
迎
ニ
来
て
被
下
い
。　

心
得
た
能
々
田

舎
の
見
ゆ
る
時
分
じ
や
迎
ひ
ニ
参
ふ
。　

け
の
ふ
佛
師
殿
と
約
束
の
時
分
で
御
座
る

【
三
ウ
】
急
ひ
で
五
条
の
因
幡
堂
へ
参
ふ
と
存
る　

ヱ
イ
田
舎
の
。　

エ
イ
佛
師
殿

何
と
御
地
蔵
は
作
て
被
下
舛
た
か　

ヲ
ゝ
如
何
に
も
作
て
置
た
。
此
清
堂
ニ
荒
菰
が

懸
て
有
程
に
夫
を
あ
げ
て
拝
ま
し
め　

早
出
来
舛
た
か　

中
〳
〵
ち
や
ッ
と
往
て
拝

ま
し
め
。　

夫
な
ら
ば
往
て
拝
み
【
四
オ
】
舛
ふ　

夫
が
能
か
ろ
ふ　

扨
も
〳
〵
都

と
申
所
は
重
宝
な
所
で
御
座
る
け
の
ふ
頼
ふ
だ
御
地
蔵
が
早
出
来
さ
せ
ら
れ
た
そ
ふ

な
。
さ
れ
は
こ
そ
是
ニ
荒
菰
が
た
れ
て
有
先
荒
菰
を
上
ふ
サ
ラ
〳
〵
〳
〵
ハ
ゝ
ア
殊

勝
そ
ふ
ニ
出
来
さ
せ
ら
れ
た
。
先
拝
を
致
そ
ふ
【
四
ウ
】
ハ
ゝ
ア
扨
〳
〵
う
る
わ
敷

う
出
来
さ
せ
ら
れ
た
。
更
は
負
舛
て
参
ふ　

更
は
急
で
罷
帰
ふ
イ
ヤ
誠
定
め
て
皆
の

者
が
け
ふ
か
明
日
か
と
待
兼
て
居
る
で
有
ふ
戻
て
此
由
を
咄
い
た
な
ら
ば
嘸
悦
ぶ
て

御
座
ろ
ふ
。イ
ヤ
何
か
と
云
内
早
戻
り
付
た
更
は
御
地
蔵
を
爰
元
へ
す
へ
舛
せ
ふ【
五

オ
】
是
で
一
段
と
能
ふ
御
座
る
更
は
皆
の
衆
を
呼
出
い
て
拝
を
致
さ
せ
ふ
と
存
る
能

〳
〵
何
れ
も
御
座
る
か　

是
ニ
お
り
舛
る　

ま
ん
ま
と
御
地
蔵
を
作
て
も
ろ
ふ
て
負

舛
し
て
参
た
急
ひ
で
あ
れ
へ
往
て
拝
を
召
れ
。　

心
得
舛
た　

扨
も
〳
〵
殊
の
【
五

ウ
】
外
う
る
わ
敷
能
御
地
蔵
で
御
座
る　

其
通
り
で
御
座
る　

扨
此
所
の
名
に
寄
て

金
津
の
地
蔵
と
號ナ

ズ

け
舛
せ
ふ
。　

能
ふ
御
座
り
舛
せ
ふ　

先
御
地
蔵
へ
香
花
を
備
へ

舛
せ
ふ　

早
ふ
上
さ
せ
ら
れ
い
。　

金
津
の
地
蔵
へ
香
花
を
こ
そ
手
向
け
れ
【
六
オ
】

香
花
は
い
や
也
満
仲
を
こ
そ
ハ
喰
た
け
れ
。　

イ
ヤ
申
御
地
蔵
の
物
を
仰
ら
れ
て
御

座
る
。　

左
様
で
御
座
る　

満
頭
が
喰
度
と
仰
ら
れ
舛
る　

左
様
ニ
仰
ら
れ
舛
る　

扨
々
あ
ら
た
な
事
で
御
座
る
急
で
上
さ
せ
ら
れ
い
。　

心
得
舛
し
た
金
津
の
地
蔵
へ

満
頭
【
六
ウ
】
を
社
は
参
ら
せ
け
れ
。　

能
ふ
呉
た
古
酒
こ
そ
は
呑
た
け
れ　

イ
ヤ

又
酒
か
呑
度
と
仰
ら
れ
舛
る　

左
様
で
御
座
る　

早
ふ
上
さ
せ
ら
れ
い　

心
得
舛
し

た
。
金
津
の
地
蔵
に
古
酒
を
こ
そ
は
手
向
け
れ
。　

能
ふ
呉
た
楽
敷
ふ
な
し
て
取
せ

ふ
ぞ
【
七
オ
】
ハ
ア
引
有
難
ふ
御
座
る
申
〳
　〵

此
古
酒
の
餘
を
頂
舛
せ
ふ　

夫
が

能
ふ
御
座
り
舛
せ
ふ　

先
こ
な
た
参
れ
。　

是
は
慮
外
で
御
座
る　

此
方
も
参
れ　

是
へ
被
下
い　

申
〳
〵
御
地
蔵
の
古
酒
ニ
酔
せ
ら
れ
た
と
見
へ
て
眠
け
出
舛
し
た
。

【
七
ウ
】
中
〳
〵
殊
の
外
ね
む
ら
せ
ら
れ
舛
る　

生
佛
で
御
座
る
ニ
依
て
御
地
蔵
チ

ト
浮
し
舛
ふ　

是
は
能
ふ
御
座
り
舛
ふ　

何
れ
も
是
へ
寄
ら
せ
ら
れ
い　

心
得
舛
た   

金
津
の
地
蔵
の
ゆ
る
い
だ
を
見
ま
い
な

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

〳
　〵
　

ゆ
る
ぎ
度
ふ
は
無
け
れ
ど
も
旦
那

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
仰
な
ら
ば
更
は
ち
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

【
八
オ
】
ゆ
る
ご
よ　

金
津
の
地
蔵
の
立
為
を
見
ま
い
な

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

〳
　〵

立
度
ふ
は
無
け
れ
ど
も
旦
那
の
仰
な
ら
ば
更
は
ち
ッ
と
立
ふ
よ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。　

金
津
の

0

0

0

地
蔵
の
踊
た
を
見
ま
い
な

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

〳
　〵

踊
り
度
ふ
無
け
れ
ど
も
旦
那
の
仰
な
ら
ば
更
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ち
ッ
と
踊
や
ふ

0

0

0

0

0

0　

金
津
の

0

0

0

【
八
ウ
】
地
蔵
の
踊
た
を
見
舛
い
な
〳
　〵

踊
り
度
ふ
は
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無
け
れ
と
も
旦
那
の
仰
な
ら
ば
更
ば
ち
と
踊
よ
ふ
シ
ャ
ギ
リ
止
イ
ヤ

但
し
浮
持
て
囃
乍
幕
入
も

有
可
し
此
方
當
時
は
有
様
走

仕
手
入
立
衆
入
て
一
番
留
ニ
田
舎

者
も
浮
入
可
し
【
九
オ
】

子
方
用

一　

半
上
下
之
出
立　

肩
めマ

マぎ

　
　

替
ニ
扁
綴
ト
角
頭
巾
錫
杖
持
つ

一　

半
上
下
出
立

一　

長
上
下
出
立

　
　
　
　
　

但
し
狂
言
上
下
ニ
て
も

一　

長
上
下
出
立

一　

葛
桶
成
可
く
は
小
さ
き
方
吉

一　

錫
杖　

一
竹
ほ
う
じ
に
て
ま
く

　
　
　
　
　

長
さ
仕
手
の
御
程
【
九
ウ
】

　
　
　

橋
本
治
夫　
【
裏
表
紙
】

注（
1
）�

坂
本
清
恵
・
加
野
友
理
・
野
見
山
優
・
野
中
く
れ
あ
「
大
蔵
流
茂
山
家
狂
言
台
本
の
翻
刻
と
紹
介
」『
日

本
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
二
二　

二
〇
一
六
年　

こ
れ
を
一
と
す
る
。

　
　

�

坂
本
清
恵
・ 

川
上
真
由
子
・
林
美
樹
・
シ
ラ
ー
ジ･

ア
ン
ド
レ
ア「
大
蔵
流
茂
山
家
狂
言
台
本
翻
刻
」『
日

本
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
二
四　

二
〇
一
八
年　

こ
れ
を
二
と
す
る
。

（
2
）�

笹
野
堅
校
訂
『
大
蔵
虎
寛
本
能
狂
言
下
』
岩
波
書
店　

一
九
四
五
年

（
3
）�「
𥍚𥍚
」
と
翻
字
し
た
が
、「
口
」
偏
に
「
変
」
の
字

坂
本
清
恵
（
日
本
文
学
科
教
授
）・
飯
田
む
ぎ
（
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
二
年
）・

T
ypeset V

ersions of Shigeyam
a Fam

ily K
yogen Scripts of the O

kura 
School: “Fusenaikyo,” “K

agyu,” “K
am
inari,” “N

aw
anai” and “K

anatsu”.

SA
K
A
M
O
T
O
 K
iyoe,  IID

A
 M
ugi,  SU

GIM
O
T
O
 Sakura

［Abstract

］In the 2014 academ
ic year, the D

epartm
ent of Japanese in 

the Japan W
om
en's U

niversity Faculty of H
um
anities acquired 27 

volum
es of kyogen scripts from

 the Shigeyam
a Sengoro fam

ily of the 
O
kura School of the traditional form

 of Japanese com
ic theater know

n 
as kyogen. O

ne new
 volum

e w
as purchased in 2023.

　
　

T
ypeset versions have been produced of fiver of these w

orks: 
“Fusenaikyo,” w

hich bears the signature of Shigeyam
a M
asakazu and 

the “Shigeyam
a Library” seal, and “K

agyu,” “K
am
inari,” “K

anatsu” 
and “N

aw
anai,” w

hich bear the signatures and seals of Shigeyam
a 

m
em
bers and of H

ashim
oto H

aruo.

　
　

Shigeyam
a M
asakazu, w

ho is Shigeyam
a Sensaku III, put the 184 

kyogen w
orks that are presently in the Shigeyam

a Sengoro fam
ily 

into organized order, and like them
, the texts here constitute m

aterials 
docum

enting the kyogen w
orks of the Sengoro branch of the 

Shigeyam
a fam

ily from
 the m

id- to late 1920s.

［Key W
ords

］K
yogen Scripts of the Shigeyam

a Sengoro Fam
ily, 

“Fusenaikyo”, “K
agyu”, “K

am
inari”, “N

aw
anai” ,“K

anatsu”

杉
本
さ
く
ら
（
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
一
年
）


